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2016 • 2019 • 2020 に向けて 



公益財団法人日本ハンドボール協会常務理事強化本部長 田□隆 


日本代表チーム強化を時系列で区別すると、①リオデジャネイロオリンピックが策、③2019女子世界選手権‘ 
2日20束京オリンピック対策、③202日年む降の為の強化基盤づくり、となります。これが強化本部の還行しな 
ければならない重大なミッションであると考えています。 

® リオデジャネイロオリンピックに向けて： 本誌が発刊される直前の2015年10月2日日〜2日日、名古屋 
にてリオデジャネイロオリンピック-女子アジア予選が行われ、既に,結巧は皆様方が知るところであると思いま 
す。続いて11月14日〜27 H 、 カタール-ドーハにてリオデジャネイロオリンピック男子アジア予選が關催 
されます。女子代表チームは栗山監督の指導の下、カザフスタン-中国と競っていた韓国への挑戦権争いにおい 
ては、昨年のアジア大会及び今春のアジア選手権で頭一つリード出来たように思います。今春な降は、デンマー 
ク•ハンボリーへの遠征に加えて、国内にデンマークのクラブチームを招聘しての合同トレーニング•国際親善 
試な等、実戦でのチーム作りでレベルアップを図ってまいりました。一方、男子代表チームは今春に岩本監督体 
制がスタートし、短期間でのチーム作りとはなりますが、固内強化合宿を経て8月の欧州遠扯•目巧からの国内 
でのトレーニングマッチを行い、トレーニング段階から実戦段階へと強化が進んでいます。さらには予選前に最 
終調整として数試合のテストマッチを行い、最高のコンディションで悲願達成に向けて「覚悟」を持って臨みます。 

@2019女子世界選手権’2020東をオリンピックに向けて: 今年2月の常務理事会にて正式承認されたに019’ 
2020強化施策』を実行段階へ移すことが急務であると考えます。現行の日本国内を中ふとした強化施策ではな 
く、海外に強化の舞台を移して、今までな上にが:巧との違いを感じやすい、世界と競い合える環境作りが中ムと 
なっていきます。既に女子巧表チームはデンマーク•ハンボリーを拠点とした強化を推進しています。男子につ 
いても早急に拠点を決定して進めてまいります。また、世界選手権■オリンピックという大舞台のプレッシャー 
に加えて、国内での開催というプレッシャーもハンドボールのみならず過去において色々な競技で見られました。 
それにがしても対策がぶ、要と考えます。国内での国際試合を企画して"嗎償れ"し、観客の声援をエネルギーに 
変えられるようなタフな精神力をつけさせていきたいとも考えています。 

これらを実だする k では、従来からの懸案項目でもあるスケジュール調整なども重要となります。全国の皆様 
をからのご支援〔強化特別ま提金）に感謝申し上げるとともに、そのごミ魔におえるべく、プラン作りからアク 
ションへ移行し全山で取り組んでまいります。 

感 2020年な降の為の強化基盤づくりについて： 2020年東 M オリンピックが成功すれば将来は安泰かといえ 
ば、そうではないでしよう。着実に将来へ繫ぐためには、強化基盤{乍りが非常に重要になります。"アンダー強 
化なくして代表強化なし"ではないでしようか？ 男子巧巧チャンピオンのフランスは今夏のジュニア •ユース 
世界選手権において、両カテゴリーで世巧チャンピオンになっています。他の強豪国も当然ながらアンダーから 
代表強化が同ーライン上にあります。今夏の女了-ジュニアアジア選手権において、女子ジュニア日本代表チーム 
は決勝で敗れはしましたが、ライパル韓国と互角の試合を展開しました。日本には可能性を秘めた素質のある選 
手がいます。これらの有望なタレントを代表選手へと育てる環境づくりなど、基盤強化を全力で取り組んでまい 
ります。 

な上、3つの大きなミッションを遂行することに加えて、実行した施策で得られた輝験•学んだ知識などを夕 
イムリーに指導委員会 - NTS 委員会などと連携し、全国の選手•指導者の方々にも発信していきたいとも考え 
ています。 

不肖おも、強化本部長という大役を拝命しましたが、小学生•中体連•高体連•学連•円本リーグ•社会人連 
願など全組織と迸携を密にとり、巧を全うしたいと思いますので、皆様ちのご協力-ご支操をムからお願い巾し 
上げます。 
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4. 最後に 

皆さん仕事や所属チームの活動を持ち、日本強化のため微力ながら頑張っているので、お式ばったお礼は省略させて頂きます。 

私が思うロネの目指す姿を提言させて頂きます。 UF は、バスケットのような能力を身に付け、速攻は、縦にシンプルな交代 
してもだれもができるように、 OF は、日本ラグビーのように大型選手に捕まらず、ボールをつなげれるように、 BC もバスケッ 
卜のように切り替え早く、時にはプレス時にはゾーンをできる能力を身にがける。最終的には、シュートを決めるか止めるかに r 
掛かっているので、シュートは、やり投げの選手のように素早く鋭く、キーパーセーブは、サッカー還手のように全身で飛び込み、 : 

ホッケー選手のように身体周りの反化を世界と互巧に戦うためには、世界の強裏国の真似をすればないが、本気で勝つためには、 I ' 
0本人の特性を生かしたアイディアのあるスタイル構築が重要と考える。 l . l . 
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20th Men 's Junior Handball World Championship 


大会期間： 2 日 15 年 7 月 19 日间〜8月1日阳 
開催都ホ：ブラジル.ウベルランジア、ウベラバ 




優勝：フランス 
2位：デンマーク 
3 位：ドィツ 
4 位：エジプト 
日位：スウ： L —デン 
6位：ベラルーシ 
7 位：スペイン 

8位： ルー マニア 
9 位；カタール 
10位：ブラジル 
11位：韓国 
12位：チュニジア 


13 位：アルゼンチン 
14 位：ポルトガル 
"1 己位：ノルウェー 
16 位：ロシア 
17 位：セルビア 
18位：日本 
19 位：オランダ 
2日位：アルジェリア 
21位；アンゴラ 
22位：ウルグアイ 
23 位：チリ 
24 位：パラグアイ 


巧度 ち前 巧 m 
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GK コーチ北;林健治（公お）円本八ンドボール協会 
ドクター 有田忍（公が）日本八ンドボール協を 
卜しーナー島俊也（公財）日本八ンドボール協会 

か析 7を野翔太（公財）日本八ンドボ ー ル麻会 


大同大字 
豊田合成 
部城工業高校 
陽巧会ル波瀬病院 
マッタ—す J レンリ八 
ビリテーシヨン病院 
流域大学大学院 


背香号 

を前 

所属 

出身を 

1 

を兼お也 
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早稲田大学 

不ホち高校 

4 

岡が正剛 

筑波大学 

熊本国府高校 

已 

藤勢流 

日本体育大学 

化村山高枚 

6 

吉野樹 

明治大学 

巿川高校 

7 

原田一沙 

大同大学 

大同大大同高校 
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川島悠太郎 

早稲田大学 

福井商業高お 

9 

田中圭 

筑波大学 

北陸高校 

10 

構木武± 

筑放大学 

市川高校 

11 

水町孝太郎 

日本大芋 

西南学院高校 

12 

西出克巳 

日本体育大学 

金お市立工業高校 

13 

玉川裕康 

国±館大学 

浦和を院高牧 

16 

岡本大売 

中部大学 

岩国工業高校 

18 

堀広輝 

筑波大学 

市立岐阜商業高校 

19 

今野和彦 

日本体育大学 

藤代紫か高校 
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徳田新た介 

筑波大学 

岩国工業高校 
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まお竜么介 

国±館大学 

不来方高校 

22 

藤村勇希 

中部大学 

春曰丘高校 


加報告 U-21 おお佐藤化一雜 I I I 子 

1. はじめに 

先ずは、決勝トーナメントに進めなかったことを深くお語びし、大会の報告をさせて頂きます。大陸予選が始まってから30 
年振り世界への挑戦、また、2020東京オリンピックを見据えた大事な大会であり、その結果が円本ハンドボール巧の今後を占 
うことも示唆された。 

2. 大会に向けての準備 
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I 参加報告 I U -21 を将田中圭 

■世界の壁 

「世巧の壁は誰が作ったのだろう力、」「どのくらい高くて厚 
いのだろうか」「どうすれば越えられるのだろうか I 

この言葉は、私が試合を終えバスの中で反省していた時の 
むの声です。まず、肚界の壁は誰が作ったのでしょうか。そ 
れは、日本人だと思いました。壁というのはぶつかって初め 
て分かるもので、越えられそうで越えられない限巧を示すも 
のです。ブラジルで開催された世巧選で権は約3日年ぶりの 
出場であり、私たちは挑戦者です。ホ知の世がにも関わらず 
何かに恐れ怖がっていました。ユースが:界選手権のときには 
日本と世界との差を痛感させられましたが、それは過去の話。 
自分自身で壁を作っていたのかもしれません。巧界は大きく 
て強くて勝てないと思い込んでいたのかもしれません。 

オープ ニン ダゲーム対ブラジル、2戦目がエジプト、3戦 
目がドイツ。これら大陸王者との試含は世界との差を知りま 
した。ブラジル-エジプトでは1点の軍みを再認識させら 
れ、ドイツにはプロとアマチュアの差を見せつけられました。 
試合内容を見ればユースの頃よりも世界との差は縮まり私た 
ちは成長していました。しかし結果は、1つ順位を落として 
18位でした。世界と戟えるレベルまでは到達していますが、 
壁の厚さはかなりあると思ったのが素直な感想です。 

日本チームは、 D 卜’から速攻とスピードを意識し、 OF では 
テンポを作りながら1が1 • 2が2の連携をもとにゴールを 
おいました。どの試合もよく守り得点し、キーピングも改善 
することができました。しかしこれは、世巧ではスタンダー 
ド。これからを踏まえたな上の完成度の高いハンドボールを 
していまず。私たちが目指すべきところは、世界のスタンダー 
ドの技術 • 能力*申ぶ術を持ち、さらに日本人らしいこと•日 
本人にしかできないハンドボールを目指していかなければ壁 
を越えられないと思いました。 

チーム目標のベスト4を掲げて臨んだ世界選手権で結果 
を残すことができませんでしたが、手応えや自信をつける 
ことができた大会でした。この思いを忘れず全力をなくし、 
2020東京に向けて ジュニアメン パーから日本 ハン ドボール 
巧を盛り上げていきたいです。 

■最後に 

個人的には、ユースから積み上げてきたことやジュニアで 
取り組んできたことの集大成として臨/レだ大会でした。結果 
を残せなかったことや明るいニュースを届けることができな 
かったこと、ユース時の忘れ物を置きっぱなしにしてしまっ 
たことがとても悔しいです。思うよう tc ： プレーができないな 
かで、スタッフ•選手に助けられ主将をやり遂げることがで 
きました。これからまた新たなスタートを切り、夢や目標に 
向かって頑張ります。 

ご支摇-ご声操くださった方々、本当にありがとうござい 
ました。 



帯同親告 ！ 

マッターホルンリハビリテーション病院島俊也 

この度、平成27年7月19曰から8月1日にかけて開催 
された第20回男子ジュニア世界選手権に帯同させていただ 
きましたのでご報苦致します。 ! 

NTC 出葬から到着まで約38時間の移動だったが、顕著な i 
時差ぼけ症がを訴える選手はいなかった。現地は冬であり朝 I 
夕は肌寒かったが、事郎にぶ類の注意点を伝えており問題は I 

なかった。日中は30で近くまで気温が上がったが、湿度が I 
低かったせいか口本よりも過ごしやすかった。デング熱予防 I 
のため(こ有■田医師より選手、スタッフに虫隙けスプレーが配 I 
ホされた。トレーナーサイドで現地の感染症についての調査 ； 
は行っておらず、今回の対応は大変参考になった。食事は特 ， 
に問題を感じることはなく、体重が減少する選手はいなかっ 
た。予選ラウンドの3戦目と4戦目は体力的、精神的に過 
酷な時でありパフホーマンスがほ下する選でが多かったよう I 

に思われる。今大会では4戦目のノルウェー戦での敗戦に 
より、予選リーグ敗退が決まってしまったが、この時のコン I 
ディション維持が私の課題であると感じた。エジプト戦では 
左肩関節の脱白が発生した。症状から脱白を疑い、ベンチ後 
方で待機していた有田医師に引き継いだ。現場での整復は脚 
難であり、近医に搬送し、麻酔下で整復された。今回の状況 
は私だけでは対応が難しく、改めて医師の必要性を痛感した。 
最終的に18位で大会を終え、8巧3日に無事に帰国した 。I 
大を期間を通じて、大きく体調を崩す選手はなかった。 ， 

大会期問中のコンディション維持はもちろん、大会までの 
コンディション向上（外傷•障害だけでなく、体力的な部分 ： 

も含めて）が課題だと感じた。夕同帯同につなげたい。 

末筆ではありますが、この様な機会ををえていただいた H 
本 ハン ド ボール 協会の皆様をはじめ、ト レーナ ー業務をサ • 

ポートしていただいた高野内トレーナー、飯巧トレーナー 、I 
そして佐廳監督、北林コーチ、吉がコーチ、有旧医師、分析 ’ 
担当の永野氏に深謝申し上げ、化の帯同報ちとさせていただ ■ 

きます。 I 
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■予選リーグ D グループ1戦目： 7ち1日日（曰） 

日本30り已 一 14、 15-17) 31ブラジル 

ホームブラジルとの開幕戦、完全アウェー状態。ブラジルのリー 
チを生かした 5-1 DF にリズムが取れない。しかし、玉川の速攻から 
徳田の3連続ゴールでリズムを取り戻し、田中のカットインで6が 
3とリードするが、日本に退場者が出たところでブラジルも息を吹き 
返す。吉野、原田、橫木の活躍により3点のリードを保つも、大型 
選手に利き手側からシュートを決められ、ジリジリと追いつかれる。 
川島のゴールで1点 U — ドで前半を折り返ず。 

後半、ミスから一気に追いつかれる。徳田、原田の活躍により、 
再びリードを奪ラも、ブラジルの体を張った1が1、ポストなどで 
同点とされる。藤がの身体を張ったカットインで巧び逆転、経験豊 
富なメンバーを投入するも1点差をもぎおることができず開幕戦を 
白星で飾ることができなかった。 

[個人得点]徳田：9点、原田：6点、吉野:4点、 jl | 島：3点、田中 • 

玉 "I : 2点、岡松•藤•棋木•藤村：1点 

■予選リーグ D グループ2戦目： 7月21日（火） 

日本27 (17- 14、 10-13) 27エジプト 

スタート、ポストに眼い寄せられカットイン、シュートブロック 
でが速攻を受け2が0とされる。その後、 DF の足が動き始め、徳 
田•田中の遠なで振り出しに房す。中盤、攻撃のリズムが悪くなり、 
大会関係者に評価の高い原田を投入すると、ル気味の良いロングが 
ミ夫まり、流れを引き戻す。そこから徳田の連縮速攻、吉野のロング、 
原田のステップ、岡本の好セーブにより3点リードで巧り返す。 

後半スタート、原田のロング、吉野のカットイン、徳田のロング、 
川島の速攻で22対1日とリードを広げる力、相手のポストや速攻で 
3点差に詰められる。日本が退場者を出してしまい、巧手に速攻で押 
されるも、友兼のファインセープで踏ん張る。2枚目の1が]を狙 
われ失点が続き、藤のロングで応戦するも、再び退場者を出してし 
まラ。1点差の巧防が梳き、田中がカットインをまめられ、ラスト1 
分半、サイドシュートを飛び込まれて退場 7 mT を決められる。5人 
のな寧を点が取れずラスト30秒守りきれば勝利だったが、最後、間 
を割られ 7 mT 、 ノータイム 7 mT を決められ同点となる。 

[個人得点]徳田：] 0点、原田：日点、藤： 3点、齊藤-吉野-川 

島■田中： 2点、玉" I :1点 

■予選リーグ D グループ3戦目： 7月23日（木） 

日本24 (11-20 s 13-23) 43ドイツ 

スター h 、 徳田のスカイで先取点を上げるが、ドイツも1対1で 
なだれ込み取り返す。藤のロング、岡松の速巧で3巧3の同点とし、 
日本のスピードについて来られず、ドイツは退場者を出ず。しかし、 
日本 DF の間を割られ、ポストへのパスをカットをされ逆速攻で5 
対9とされる。テクニックミスと退場から連続得点を許し、前半9 
点差のビ A インドで終える。 

後半、スタート、ドイツは、ロングシュートを巧ち込んでくる。 
日本も負けじと想田ロングで応戦、ドイツが退場者出すち、日本が 
サイドの2対1の判断ミスにより追い上げられない。逆にドイツ 
は、日本のサイド DF の牽制をさばき、サイドシュートを連続でホめ 
る。日本も田中、原田が真ん中からステップシュートや水町のサイ 
ドシュートで応戦するも、大差の敗戦となった。 

[個人得点]田中：日点、原田 ■ 徳田： 4点、藤： 3点、齊藤-岡松 • 

か町-玉川： 2点 

■予選リーグ D グループ4戦目： 7月24日（金） 

日本26り2-22、 14-13) 3已ノルウェー 

日本の攻撃がシュートミスで終わると、ノルウェーが速攻で真ん 
中からロングを叩き化む。大型ポストをサイドに置かれ、一人寄せ 
られ、真ん中の利き手側からロングをミ夫められて2対0とされる。 
日本も負けじと徳田のロング、速攻で3対2とする。しかし、日本 
のシュートミスから再び真ん中から速 I 欠、左バックの1巧1から失 
点が止まらない。今大尝ラッキーボー ^^ r の原田がステップ、ロング 
で応戦するも10点差で前半を折り返す。 

後半、スタート徳田のロングで反撃の狼煙を上げるが、巧手も前 
半同様、真ん中から速攻や左サイドに展開し攻寧の手を緩めず、引 


き離しに掛かる。途中出場の掘がロングを連続で決める。巧手も疲 
れが見え姑め枠外シュートが増えると、田中の□ング、お木の速な 
で請めないで加点ずる。日本は、 DF を 3-2-1 にし、堀のサイド、徳 
田のロング、田中、岡松の速攻で巻き返すも26対36とみ勝!ナ 
メントを阻まれる敗戦となった。 

[個人得点]徳田： 9点、原田•掘： 4点、田中： 3点、齊藤 • 岡化： 

2点、藤*谋木：1点 

■予選リーグ D グループ5戦目： 7月26曰（日） 

日本32 (17 — 10、 15-9) 19ウルグアイ 

岡本の好 セー ブから エース 徳田のカットイン、キャプテン田中の 
速巧、藤のカットインで3対0とま導権を握る。岡本がサイドシュー 
卜をシ トッ トアウトし、藤のロングが決まる。柏手は、ポストにボー 
ルを集め、 12巧6、日本に退場者が出るも、交代して入った友兼の 
活躍により流れを渡さない。一方日本は、相手に退場者が出たとこ 
ろを原田の連続ゴールで突き放し前半17対10で折り返す。 

後半スタート、この曰絶な調の岡本が前半同様にサイドシュート 
をシャットアウト。徳田の速な、岡松カットインが 7 mT を誘い、田 
中がきっちりみめて19が 1] とする。相手のタイムアウト後、メン 
バーを入れ替える。日本はポストを守れず退場者を出すも岡本の女子 
セーブで流れを渡さない。しかし、日本はシュートミスが統き、流 
れを捆めない。藤村の強引なカットインで24対]4。巧手が退攝者 
を出した隙に藤村のカットイン、樵木の速攻、水町のカットインで 
置み掛ける。日本もポストが守れず退場者が出る。日本が6人に戻っ 
たところを今野のスピード速攻、巧部サイドシュートでな撃の手を 
緩めず、世界選手権、初勝利を飾った。 

[個人得点]田 中： 日点、藤•吉野： 4点、齊藤•今野 • 徳田： 3点、 

岡松•原田•安倍-藤巧： 2点、傑木•か町：1点 

■ President's Cup ] 回戦： 7月28日（火） 

日本28り 2 — 9、16- 10) 19アルジェリア 

スタート、藤の速攻とロングで先取点を奪ラが、相手も日本 DF の 
隙をつきサイドシュートを決めるも、お互いにミスが髓き流れを個 
めない。日本は、相手が退場者を出した隙に、岡松のサイド、吉野 
が速 I 女とカットインを連続でみめる。さらに、田中-水町がステッ 
プシュートを決め 1] 巧8とリードを広げ、岡本の好セーブも続き 
12が9と前半を巧り返す。 

後半も岡松のサイド、玉川の违巧、西出の 7 mT 阻止で波に乗る曰 
本だが、疲れが見え始め、安易なポストパスをカットされ相手に流 
れが巧きかける。しかし、この日絶好調の岡ネ公のサイド、田中のカッ 
トインでちび流れが日本に。岡本がロングシュートをセーブし、藤の 
ロング、カットイン。さらに、交代して入った友兼も好セーブ。最後は、 
流れるよラなバス回しから斎藤がポストシュートを巧め、危なげな 
い試合運びでプレジデントカッフ1戦目を勝利した。 

[個人得点]田 中： 8点、岡松•藤：日点、面 II •徳 田： 3点、吉野： 

2点、齊藤 ’ か町：]お 

■ President's Cup 17-18 位戦： 7ち29日（か） 

日本24り 4- 14、 10-14) 28セルビア 

プしジデントカップ （1 7位決定戦）を掛けた、今大会ラストゲーム。 
スタート、左利きのサイドに飛び込まれ、先取点を奪われる。日本 
は、吉野の速攻で追いすがるもシュートミスが続きリズムに乗れな 
い。贏藤のサイドシュート、原田の速攻から□ング、水巧のサイド 
シュー h で食らいつく力 《 、セルビアのポストにチェンジ隙を狙われ、 
失点が止まらない。徳田の速攻で退場を誘い、追い上げムードになり、 
遂に德田のロングで同点に追いつき、前半を巧り返す。 

横半、前半終盤の流れをそのままに畳み掛けたいところだが、巧 
手ゴールキーバーに曰本シューターの癖を見抜かれ、シュートミス 
から逆速攻を巧められる。吉野の連続得点、藤村の強引なプし一で 
相手の退場を誘い、追い上げたいところをサイドシュートが決まら 
ずミスから速攻をホゆられる。ラスト3分3点差を追い上げるおで 
才ールマンツーに出るも、ボールをコントロールされ、世界選手権 
最終戦を勝利で飾ることができなかった。 

[個人得点]徳田：10点、吉野:5点、田中:4点、齊藤:2点、原田 • 

か巧-玉川：1点 
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聖和学園高等学校 

仙台市立中田中学校 

伎成学国女子高等学校 

横お市立岩崎中をお 

四天王寺高等す-お 

宇±ホな絹城中学校 

京都府な洛化高等学校 

を田辺巿立大を中学校 

香川県立高松商業高等学お 

杳川ホ立香川第一中罕が 

川崎市立高津高等を校 

川崎市な西中原中学校 

伎成学園女子高等学校 

浦添市立港川中学校 

茨城県立水海道第二高等学校 

±浦第兰中巧校 

富山県な氷見高等学校 

氷見ホ立十云中学校 

巧城県立か海道第二高等学校 

守おホ立けやき台中を校 

仪ぶ学園女子高等学校 

川崎市な西中原中学校 

北陸高等学校 

福井市立明倫中学校 
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【大会前】 4〜7月まで毎月一度、計22泊2目日の合宿を 
実施しました。場所は全て、 ANTC を希望しましたが叶わず、 
伎成学園女子高校でそれぞれ2回巧いました。 

戦術の精度向上のため、練留と同時に練習試合（東女体大、 
1ゴ女体大、摘蔭横浜大）を計目回実施しました。また、让コー 
チ（全股の指導)、貝おドクター（目月に参加)、宿利トレーナー 
(全て参加)、北野 GK 支援コーチ巧度の指導)、城内 ANTC 
ウェイトリフティングコーチ巧度の指導）から、適切な指 
導をしぃただきました。ここに改めて感謝■いたします。 

【大会結果】 今回も韓国と決勝をれ‘-い、2化に甘んじたこと 
から、私の指導の未熟さを反省させられましたが、それでも、 
日韓の差はじりじりと詰まっていると実感しました。 

し 懸念されていた GK は予想政上にがセーブを連葬しまし 
たが、それでも阻 ih 率は2日％で、韓国の45%に比して 
差は歴然です（韓国は各カテゴリーに GK コーチがいま 
す)。 

2. シュート成て力率は韓国66%、日本4目％でした。これは 
ノーマーク シュ ートの 成否の差にも閱速しており、韓国 
は3日本中20本成功（73%)、扫本は27本中1日本成 
巧(56%)です。 

3. ず偏は、韓国を含め各国チームからの評邮は高く、大会 
一だったと自負しております。 

【今後の課題】 一つは選手の成長です。この年頃は身体の成 
長が急かつ大で、 U -16 於降、代表選手(上に、身体-技術- 
精神の伸長著しい選手が少なからずいるはずで、その情報収 
集イ本制の速やかな確立が望まれます。例えば、「ルールを守り、 
マナー良くしろし「日本代表としての自覚を持て I などとい 
う基本からの指導に多くの時間を費やしたのは実に残念でし 
た。代表チームに選出されたというだけで満足してしまうよ 
うな選手が年々増加しています。①大柄でも体幹などがまだ 
発達段階にあって体力不足の選手は、ゲーム途中でパフホー 
マンスが激減すること、©体の大小を問わず、ゲーム^イク 
の巧みな選手が必要であること、この二つを教訓とし、今年 


度中に何回か強化合宿を 
実施して、代表にふさわ 
しい選手を発掘し成長さ 
せるなら、韓国を破って 
アジアで優勝することは 
十分可能だと確信しま 
す。 

【付記】 な巧日本人の 
方々が毎試合 （1 日名が 
後）駆けつけて、選手へ 
の手作りの菓子の差し入 
れなど温かい応援をいた 
だきました（な巧韓国人 
はな試合日〇〜100名ほどの応援)。大会後、日本大使館で 
八木大使夫妻と城内外務副大臣が昼食をを催してくださいま 
した。また、今大会にご臨丸いただきました所属チームの関 
係者の皆様、日本ハンドボール協会の皆様および関係の方々 
に改めて感訓申し上げます。 

女子日本 代表キャプテン 澤旧のどか 

お、達、 U -18 女子日本げ表チームは8月27日〜9月3日 
までインド-ニューデリーで開催されました第目回女子ユー 
スアジア選手権に参加させていただきました。 

アジア大会優勝の目標に向け4回の合宿を組んでいただ 
きました。自分達よりもスピード、突破力のある大学生の方々 
と練習試合をさせていただいたり、筋力強化のトレーニング 
など本番を想定したりしながら練習に励みました。 

予選リーグではスピード、体格差に苦戦しながらも練普し 
てきたアグレッシブな I ) F からの速攻で多くの点数を取るこ 
とができ、1位通過することができました。決勝トーナメン 
卜では、まず中国とが戦しました。序盤は3連取と勢いよ 
くスタートできました。しかし、その後は自分達がミスした 
り相手に押し込まれたりして、波に乗ることができませんで 
した。後半1日分には相手に逆転され一進一退の展開になり 
ながらも、23対 "22 で勝つことができました。決勝の韓国 
戦は、中国戦で自分たちが目指す試合展開には及ばなかった 
ので、最高のパフオーマンスをできるよう気持ちを高めて臨 
みました。相手のスピード、テクニックに苦しみながらも、 
相手のミスから速攻に 
巧くなど前半を12が 
15で食らいつきまし 
た。梭半も全員で「必 
ず勝つ」という強い気 
持ちで挑みましたが、 

自分達の精神面の弱さ 
から、22対27で負 
けました。決して勝て 
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ない試合ではありませんでした。大事な塌面で‘点取ること、 
守る力が必要なことを再認識した試合になりました。 

U -18 の選抜チームに選んでいただき、今まで一緒にプレ 
イしたことのない仲間と1 つの チームとなり、合宿、大会 
を適して多くのことを学ぶことができました。この貴重な経 
験を生かし、これからも日々精進していきます。 

最後になりましたが、先生ち、多くの役員の方々、応援し 
てくださった大使館の方々、日本の皆さん、本当にありがと 
うございました。 

^ U - 18 女子扫本代表トレーナー宿利政生 

今回の所感の第一は、なによりも選手たちの体格唐でした。 
我が日本代表チームは中国-韓国両チームに比べて、身体的 
に大部分の点でかなりあっていたと言えます。 

身長差はどうにもなりませんが、当たり負けない強さ、ス 
タミナ切れしない逞しさという実質上の差を少しでも縮める 
努力を継続するしかないわけです。それは、数ヶ月、あるい 
は1年単位のトレーニンダや食事などの実行プランが必要 
で、各チームの指導者の方々が、それなりの知識と指導力に 
よって、選手たちの（そして保護者たちの）意識を高めなけ 
ればなりません。今回の選手たちについて言えば、国内合宿 
や大会を通じて、残念ながらその意こ識が欠如している選手-も 
結構見受けられました。 

特筆すべきは、 ANTC ウェイトリフティンダコーチの城内 
氏の指導を定期的に受けられ たこ とです。具体的には、プル • 
ハイプル-スナッチなどのエクササイズを毎回の合宿で取り 
入れて行いましたが、その,結果、尸: r 「 属チームで継続した選手 
は、脚•腰-背中、肩-腕を中ムに全身の筋力と筋量がアッ 
プしました。それが少しは実戦に寄与できたのではないかと 
思■っています。 

今大会は、試合時間が遅く、選手のコンディション調整に 
細 J こ、の注意を化いました。具体的には、選手の患部の状態に 
合わせて、硬化した軟部組織の柔軟性の回復や痛みの緩和な 
ど、各選手に少なくとも3日分政上、ケアを斤いました。 

提供された食事は、香辛料が強く、油も多いものでした。 
食欲減退や下搁症状の選手が続出し、日本から持って行きま 
した炊飯器で炊いたお米が活躍しましたが、なかなか選手の 
下颠が治まらず、薬の処方に貝沼ドクターも手を焼いており 
ました。 


最後に高野内口本女で代表トレーナーに多くをご指導いた 
だきました。感謝申し上げます。 

国際審判員 太田智子•島尻真理子 

8月27日から9月3日までの日程でニコ-—デリー(インド： 
円本との時差は一3時間半）で開催されました、第日回女 
ず ユース アジア選下.権に参加してまいりましたので、大含の 
様子および指導いただいた内容についてご'報告ざせていただ 
きます。 

今大会、当初予定されていたエントリーチームは8チー 
ムでした。しかし、大会直前にイランが棄権し7チームと 
なりましたが、当初の予定通り2グループに分かれて総当 
たり戦を行い、その後、決勝卜ーナメント•順位快定戦を行 
うで式で聞催されました。 

ノミネートされたレフェリーは、バーレーン、サウジアラ 
ビア、カタ‘ル、イラン、そして日本の日ペアでした。し 
かしレフェリーサイドも、都合によりカタールとイランが 
キャンセルし、（通常の国際試合では、少なくとも1ペアは 
リザーブレフェリーとなりますが）今大会ではリザーブレ 
フェリーを設けず、1日3試合を3ペアで担当するという 
が況でした。 

ノミネートされたレフェリーは、ミニ コース （各大会直前 
に、必ず行われます）に参加するため、8月2日日にはニュー 
デリーに到着、翌2目日早朝にホテルを出発し、今大会の耸 
場となるインディラ-ガンディー*アリーナ （ ICIsmdrnm ) 
にてシャトルランテストをけいました。今回のミニコースで 
は、ルールテストやビデオテストは巧わずシャトルランテス 
卜のみでしたが、全員が基準をクリアしました（含槪ライン 
は IHF と同様、男性が 9.5 ラウンド、女性は 8.5 ラウンドで、 
大陸大会换上の大会では、ミニコースの合格ラインを超えた 
時点で初めて、大会レフェリーとして大会に臨むことになり 
まず）。 

私たちが参加したこの大会は、高校生というまだ身体的に 
も発肯段階にある選手がホ体となりエントリーされているた 
め、1日 0 cm 台の選手から180 cm 台の選手までと身長や体重 
差も顕著なものでした。さらに、初めて国際大会（アジア圏 
の大会ですが）に参加する選手が多く、国際大会といえども、 
入瑞や選手紹介、ゲーム中にいたるまで初めての経験だった 
ためか、戸惑うシーンが多く見られました。そのため、ミー 
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第目回女子 ユース アジア選手権 


ティングでは、「若い選手がゆえ、レフェリーはルールに甚 
づいた笛やジェスチャーを,こ、掛けなければならない。なぜな 
ら彼女たちは、レフェリーのミスも正しい判をとして、全 
て受け人れるから」「レフェリーは teacher である」「ハンド 
ボールはボールを争うスポーツであり、ユースの女子は純粋 
にボールを取るためだけに争っているだけである。そのため、 
触っただけで段階罰を山さない1といったお導がありました。 
その中でも特に強調していたことは、『ゲームを理解して判 
定すること』でした。これは、意嘛もなくフリースローの判 
定をし、 r 女易に段階罰を利定するのではなく、『なぜ笛を吹 
いたのか』『なぜ巧を吹かなかったのか』『なぜ罰則を出した 
のか』『なぜ 7 mT を判をしたのか』ということを、我々レフェ 
リーが担当しているゲームや 一つ一つの プレイが、どういっ 
たレベルや内容、現象なのかを理解した上で根拠を持って判 
定しなければいけないと、ミーティングのたびに話していま 
した。またこの年代を中ムに判定が難しいステップに関して 
は、 feeling が必要であり、 4 歩な上歩いた後のシュートが 
ゴ'—ルに入った場合、ゴールインにするのではなく、状況に 
おじた判ををしなければならない（例えば、攻撃側の違反で 
あればオーバーステップ、明らかな得点チャンスを防御側が 
妨萬したために 4 ホ目を踏んでシュートを巧ったのであれ 
ば 7 mT の判定をしなければならない）という指導を受けま 
した。 

最終的に私たちは、予選リーグでは口本チームとは別グ 
ループとなるグループ A のゲームを 3 試合、順化決定戦で 
は日- 7 位決定トーナメント•日- 6 化決定戦の合計日合を担 
当させていただきました。ユースの大会といえどもこれから 
を担う世代が参加する大舍で吹笛することは、国内外を問わ 
ず、今後の自分たちがノミネートされる様々なカテゴリーの 
大会や担当するゲームの±台部分になるという想いを持っ 
て、担当してまいりました。しかし、100%ミスなく完璧に 
できたというわけでは決してありません。ミスもありました 
し、選手に自分たちの判定を伝えきれなかった部分もありま 
す。ゲーム理解といった点では、選手やコーチと合致しな 
かった蜡面もありました。また余談ですが、私たちの担当し 
たゲームの-つが、会場の停電により約2日分間中断すると 
いう経験をしました。外的要因によりゲームが中断するとい 


う経験は、初めてのことで 
したので、 この 中断中にい 
かにして自分たちの集中力 
を保てるかも、今後の課題 
として残りました。さらに、 

インドというハンドボール 
のみならず、国家としても 
これからの凳展が期待され 
ている地で巧われる大会に 
参加した際の、日々の過ご 
し方‘や感じ方も課題の一 
つと言えるのかもしれません。例えば試なを墙となった IGI 
stadium は、収容人数 2 日， 000 人を誇る体育館ですが、フロ 
アやトイレ、観客席、廊下等がとても古く各所で改修をして 
おり、レフエリーの控え室も扉はガラス張りで着替える墙所 
がないという具合でした。一番ム配していた体調管理に関し 
ても、衛生上、飲料水や食事に気をつけてはいるつもりでし 
たが、終盤にお腹の具合を悪くしてしまうという事態もあり 
ました。これらの面からも、ハンドボール〔ゲーム）政外の 
面でも、考えさせられた大会となりました。 

今大会で収穫できたことはもちろんですが、見つかった課 
題、不足していた部分…これらのことは、私たち自身が持つ 
大きな目標に近づき、達成するために、早い段階でが決しな 
ければならないことばかりです。今、言えることは、これら 
一つ一つを 確実に解決し、さらなる課題に向かい合いそれを 
解決していく。その繰り返しの中で、一歩ずつ確実に前へと 
進んでいくのみです。そのために今、自分たちにできること、 
自分一人でもできること、肉イ本的•精神的に、知識や経験に 
おいても徹底的な準備をすること…が必要不可欠となりま 
す。そのことを念頭に、今後も現状に満足ずることなく、そ 
して初, こ、を 忘れることなく、日々精進してまいります。 

最後になりますが、私たちがこの女子 ユース アジア選手権 
に参加するにあたり、ご'理解-ご協力をいただいた H 本協会 
をはじめとするハンドボール関係の皆さま、快く参も日を後押 
ししていただいた職場の皆さま、円々ご指導くださる諸先輩 
方に、ホ筆ながら感謝を申し上げるとともに、女子 ユース ア 
ジア選モ権のピ報告とさせていただきます。 





化もが ハンドボールスキルアップシリ—ズ 

目からウロコの個人巧術 

スポーツイベント•ハンドボール 編集部 編著 
B 5 判144ページ1，800円+ 税 発が元 グロ.-バル 教育出版 
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■予おリーグ日グルーブ 1 戟目： s 巧 2a 曰（金） 

日本35 (19- り、 16-8) 19インド 

B グループのが臘は、地元インドと巧戦。日本のスタートは、し W 商、 
L 目ま旧、 C 日巧巧、 RB 金城、 RW 山旧、 PV 巧田、 GK ま旧で、ディフェ 
ンスからのスタート。閒始59がで、相巧のカットインで日本が先取おを 
をげる。苦田、巧巧が巧統巧点をし、巧手のミスから南、柏駕の速攻で開 
始10分7巧2とリードする。その後、インドの巧巧に巧し、日本は攻擊 
的なディフェンスを化掛け、速巧に巧げてべースを作りたいところであっ 
たが、再=にわたる落判の不可がな判定におまされ、リズムが作れなかっ 
た。日本は、乂ンパーチェンジを巧おに巧い、ようやく 20分過ぎから巧 
のカットイン、中山のミドルシュートなどで得点ををね，前半19巧11 
でが了ずる。 

が半に入り、ディフェンスからの巧巧で5連統巧点をずるといラ流れが 
良い時もあるが、ノーマークシュートを巧巧で外すなどのミスもあった。 
ラスト5かを切り、山田がシュートをみめて、全巧出巧、を巧得点をがげ 
ることがでまた。地元の巧摄、器判の不可おな判をもあったが、なんとか 
巧)救をおがで飾ることができた。ディフェンスでの連携、速巧への展閒な 
ど裸®も多く見つかった。巧のカザフスタン戦に稱おして臨みたい。 

[個人巧お]中山•巧巧:6点、西巧：4点、大化巧•中村•林：3点、並木‘ 
ま田•南•漠田：2点、を城•山田：1点 

■予逛リーグ B グルーブ2が目： 8巧30曰（曰） 

日本36 (15- 11、21 - M) 25カザフスタン 
予還リーグ2おを呂、日本のスタートはし W 南、 L 日を田、 CB 巧深、 
RB 金城、 RW 山旧、 PV 海田、 GK を田で、ディフェンスからのスタート。 
立ち上がりからディフェンスから速I欠の民いお間を化掛けたが、シュート 
ミス、ラストバスのミスなど連続でのミスでカザフスタンに巧取点を与え 
てしまった。そのをも、ノーマークは作るが、自かたちのミスで巧手に巧 
おを巧してしまい、中がに入っても一進一退の巧防が約いた。进をは、備 
ててシュートを巧って、かしてしまラという展照であった。ようやく 23 
分遇ぎにを城のロングシュートが4速統で巧まって、前半4おリードで巧 
0おした。 

ハーフタイムでは、とにか< ノーマークを作れているので、怖てないで 
巧めようとを半に随んだ。南のサイドシュート、山旧の速攻などが決まり、 
'徐々に日本のぺースに持ち达めた。途中、を旧と巧巧した GK 西巧が巧ホ 
のノーマークシュートを迎続で巧セーブ。そこから、西村、相深の速巧な 
どで、一気に得お适をぶげた。おおは、粘り強いディフ X ンスから速攻の 
展邮が開けたことで、ワンサイドゲームとなった。立ち上がりの惡さが. 
チームでの経巧不足が原因であるとちえられるため、な合のない曰は、チで 
イニーズタイペイやウズぺキスタンと巧巧のに採習お合を巧い、おお値を 
上げている。残る中留、規固戦に向けて、チームのーホ巧が巧まっている。 
[恼乂巧点]山田： 7点、西け•南.相落： 6お、金城： 5お、並木•乂 
化薄•苦田•巧田•中巧•林：1点 

■準巧隙： 9巧1曰（火） 

日本23 (13 — 9、 10—13) 22や困 
日本のスタートは LW 南、 L 日き西、 C 日が巧、 RB 金城、 RW 山旧、 PV 
巧田、 GK ま田で、デイフェンスからのスタート。金城のミドルシュート 
で先取点を取り、巧巧のなディフXンスから巧巧、山巧の速攻で3巧0と 
なったところで、中園がタイムアウトを請がずる。その後も中国のポール 
の前れを統んで、をいコンタクトディフェンスで速攻を出ずが、おてたミ 
スからぶに遽巧を化掛けられ、徐々に点港を縮められる。しかし、西巧の 


評 

速攻、お田の 7mT、 巧のミドルシュートなどで、巧半13对9で巧りおした。 

後半なち上が0から、巧薄のミドルシュート、西村のボストシュートで 
2迎取し、ここから点塞を引まがしたいとこるであったが、セットオフェ 
ンスでのミスが続き、中困に3遇巧されてしまラ。その後も、執蜘に粘る 
中国の;ぶしいディフェンスの前で、日本のセットオフェンスがリズムを巧 
し、化半10分巡ぎから中国に7巧取され、17分逊ぎには17巧20と3 
点のリードを許してしまった。日本はタイムアウトを請巧し、あ持ちで中 
国の逛手に仰されているので跳ねあずように;常励ずる。その後、悪い流れ 
をがち切り、落ち着きを取り戾した日本は、金城のミドルシュートから3 
連統巧点を学げ、21分同点に追いついた。そのを、一進一退の巧防が統 
くが、黄 H に巧り巧セーブをした GK 宝旧や GK 西巧の好セーブに巧われた。 
ラスト3分、中巧が 7mT を巧得し、巧旧が巧ち資いて巧め23対22と1 
お舊でリードした。ラスト1分で日本はタイムアウトを巧巧し、セットオ 
フェンスの指示を出した。そのな#は見巧に成功ずるが、腺利を巧をずる 
2お造となるノーマークシュートをかしてしまラ。統く中困の巧 S。 ラス 
卜9秒で、中園がタイムアウトを巧巧。日本は、ゴールスローからの中閣 
の攻巧 E をオールコートマンツーマンで巧るよう指示。フリースローを取り、 
な合が了。1点差で中圃に晩ネリすることができたが、巧合の内容は日本の 
方がいろいろな面で巧っていた。しかし、中国お手の粉ネリへの執をにがさ 
れて、オフェンスでは逃げた状おでのシュートや、ディフェンスでは強引 
に押し込んでくるシュートにがし、怯んでしまった面はまめない。進手. 
スタッフ共に日本巧をとして、拭合することへの自巧ヒ巧巧を改めて確巧 
して、强園賊にモチべーシヨンを巧めて施む。 

[個人巧点]を城： 6お、西げ： 4お、巧田•巧澡： 3お、蘭•巧•山田： 

2お、苦田：1点 

■決餅 : 9巧3日（木） 

日本22 (12 —巧、' 10—12) 27巧国 

アジアチャンビオンをかけて钱圃とが戦。因本のスタートは LW 南、し日 
苦旧、 CB 相巧、 RB 金城、 RW 山田、 PV 巧旧、 GK ま田で.オフェンス 
からのスタート。立ち上がり、デイフェンスからの进攻でチャンスを作る 
が決めることができず、ホ制点は巧園となった。目本は閒始6巧でよラや 
く巧巧の速攻で巧点ををげる6その後、どちらもミスがをく目立を、一お 
—退の巧防を没りにげる。17分過ぎ、をがのロング、相巧の 7mT、 巧巧 
で3連取し、8巧8の同点に追いつく。ずぐに巧国も日本のディフェンス 
のチェンジミスを誘ラ攻餐で2連取ずる。呂本もディフェンスからの粘り 
で、南の巧I父で1点萬にする。巧国は、ここでチームタイムアウトを號ポ。 
取って、おられての展開の中、目本のチャンスでのシュートミスが目立っ 
てしまった。23か過ぎ.巧固に4述おを許してしまい、前半12巧15で 
巧り返した。 

後半閒始ずぐに巧旧のポストシュートがミ夹まり、日本のディフ X ンスか 
ら速なという良いリズムに持ち込めた力《、シュートに扇かずミスで終わる 
ことが目なった。セットオフェンスでは、コンビネーシヨンブレーが決ま 
るが、そのディフェンスでずぐに巧固に得捕を巧してしまった。14分過 
ぎ、期面に4連巧されるが、や固載に続き、 GK 西村が巧セーブを連换し 
て巧国の流れをくい止めた。17分すぎ、日本はチームタイムアウトを請巧。 
オフェンスのコンビネーシヨンの確段をしっかり巧い、巧びコートへ。し 
かし、なかなか巧めきることができず、流れを引き戻すことができなかっ 
た。巧手は、坂後まで締めずにお命にブレーしたが、タイムアップを迎えた。 
6大会連統で冀2位といラ巧規に巧わった。 

[恼乂巧点]巧•金城：5お、巧巧：4お、中山•西巧•巧旧：2ぶ、吉田 • 

山西：1点 
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(公目才）日本中学校体育連盟ハンドボール専門部競}ま部長 

齋藤仁宏 


「がき誇れ！化で夢見し緋の華よ」の スロー ボンのもと、8 
巧21 H から4日間の日ネ里で、岩手県化卷市において閲催さ 
れた第44回全国中学校ハンドボール大会は、中学校チヤン 
ピづンを目指す男女-各20チームによつて熱戟が展開されま 
した。競技面のみならず、人間としての成長を支援する顧問 
として、学校生をはもとより中学生らしい健全な生活*行動 
のあり方にまで携わってこられた情熱と信念が、会場ですれ 



[男子]優勝：氷見市立西條中学校惶山県） 
準糧勝：矢巾町立矢巾中学校（岩手県） 

3位：岩国ホ立岩国中学校（山口県） 

小松市立板津中学校（石川県） 
[女子]優勝：福井市明倫中学校（福井県） 

準優勝：岩国市立平田中学校（山口県） 

3位：四日巿ホ立朝明中学校に重県) 
名古屋巿立平針中学校（愛知県) 


違う役員の方々にがする爽やかな挨撰や宿舎等でのしっかり 
とした過ごし方にも現れており、未来を担う豊かな心とたく 
ましい身体を有する尘徒の育成に貢献されでいたと，世、われま 
す。大会会場での横断幕の文言やゲーム中の指ル-の内容から 
も、技能の十_台となるムの指導が徹睡されていると感じられ 
ました。全国各 ブロ ックの臘しい予選を勝ち抜いてきた精鋭 
とあって、会場での観戟やお動のマナーの面、保護者の応援 
の姿にも、その円頃のチーム指導の姿勢がをい影響をあぼし 
ていたと思います。また今大会は、何よりも選手の健康を第 
一に考え、練習の成果が発揮できるように、選手と応援が一 
体となることのできるように、と配盧された運當でした。実 
斤委員会のみなさんをはじめ、ハンドボール専門部にとどま 
らない問催地をあ tf てのムのこもった運営が随所に見られ、 
大会が無事に終えることができました。 

さで、今大会を振り返りますと、男女ともに接戦のゲーム 
が非常に多く、2点差从内のゲームが男子で6試合、女子で 
7試合あり、しだの得失が大きなウェートをちめました。延 
長にもつれをんだゲームも全体で日試合あり、残り数秒の1 
，なが明暗を分けるなど、最後まで U の離せない大会でした。 



[男子] [女子] 

清水裕翔西條中（富山県） 酒井優貴子明倫中（福井県) 

田上正徳西條中（富山県） 久保奈津季明倫中（福井県) 

安平光佑西條中（富山県） 竹内琉奈明倫中（福井県） 

安倍壌太郎矢巾中（岩手県） 田村碧平田中（山口県） 
戸塚蓮矢巾中（岩手県） 岡田彩愛平田中（山口県） 

牧野漂一郎岩国中（山口） 山本眞子朝 B 月中（兰重県） 

中谷仁義板津中（石川） 浦野詩織平針中（愛知県） 


また、近年の「地域閒の差の縮まり」を象徴する大会でもあ 
り、強豪である閲東ブロックと九が’1ブロックの代表の姿が見 
られない最終 H となりました。男子の部で自身初、化信越ブ 
ロックとしては7年ぶりとなる優勝を飾った氷見巿立西條中 
学校（富山県）、女子の部でも同じく白身初、化信越ブロッ 
ク6年ぶりとなる億勝を果たした福井巿明倫中学破（福井 
県）。いずれも、春との2厨獲得たいへんすばらしいことと 
思います。監督- コーチの みなさん、活動をバックアップし 
てこられた保護者の皆さん、温かく見守られてきた学校関係 
をのみなさんおめでとうございました。さらには、女子優勝 
の明倫中学校の選手の みな きんの閉会式での所作の すばらし 
さは、前述の日頃の指導の表れと強く感じました。 

現代のハンドボールでは、スビード.テクニック■スタミ 
づ-の身体的要素に加えて瞬時の判断力が問われ、大変レベル 
も上がってきています。リオデジャネイロオリンピックへの 
出場、さらじはお本女子世界選手権、東京ホりンピックでの 
上位進出にむけて我が国ハンドボ--ル界を上げてステップ 
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アップを目指しているなか、今乂なの中から将来オリンピッ 
クや世界選手権といった国隙的に活躍する選手が多数現れで 
くることを巧ります。 

終わりに、本大舍を開催するにあたり、多大なご指導.ご 
支暖を賜りました関係言昔機関 ■ 団体役員の先生方、地元花巻 
市の実行委員を.中体連、生徒役員の皆様のムのこもった大 
会づくりと運営ぶりに深く感酣申し_卜_げ、総評と致します。 
会場内すベての方々に火きな声で挨楼をする地元の中学生に 
よる誠意あふれる運嘗は、爽やかに都•の華の吹き誇る姿を愚 
じさせてくれるものでした。誠に、ありがとうございました。 


実行委員会事務局長 

岩角聖孝 

平成27年度を国中学校体育大会第44时全岸 1中学校ハンド 
ボール大会を8月21 H 〜24日までの4 H 間にわたり、岩手 
県化卷巧において開催しました。日本リーグやインカレ、イ 
ンターハイ等の開催実禮のある化卷巿総合体育館1会場3面 
で大会を運営しました。 

男女ともに卷の全国中学生ハンドボール選手権大会を制し 
た男子富山県氷な市立西條中学校、女子福井県福井市巧倫中 
学校が初優勝を飾り、春ち連覇の偉業を達成しました。男子 
西條中学校はスーパー エース お平ち将の靈巧自在なプレーを 
中んに多彩な攻撃力で他を圧倒しました。かモ明倫中学校は 
大黒が酒井主将を中んに鍛え上げられた r ム、•技■体」を充 
巧に発揮し他の追随を許しませんでした。巧かともに延長戦 
やしな差の好ゲームが多く、中学生の全カプレー•熱い戦い、 
爽やかで一生懸命ハンドボールに打ち込む姿熱は多くの人々 
に感動を与え、復興に向けて顧張っているお手県民にも勇気 
を导えてくれました。また、開催地である岩手県勢が全中に 
4校出場する快挙を成し遂げるとともに巧モ矢巾中学校が地 
元の大応援団を背に見事男子の県 • 東北势最高イ立となる準優 
勝という成績を収め地元開催に化を添えました。 

本実行委員会は、2年前から開催に向けて準備を進めてき 
ました。全国の選手-チーム役員、大会被:員 • 審判員等の皆 
さんに「化巻に来て良かったし r 全中に山場できて良か。た」 
と言ってもらえるよう「おもてなしのん」と[—紳の華」を合 
い言葉にす父り組んできました。また、被災地県である本県で 
開催される意義ある大会でもあり、大会を通して被災から復 


興へ1ら j けた多く の k ちが .’生懸命取り組んでいる様子をおえ 
ながら支援していただいた方々への感謝の気持ちを発信する 
場になればとも考えてきました。大会運當の具体的なコンセ 
プトは「コンパクト」「選手優先」「巧巻らしさ」でした。全 
中先懼県 • JOC 大舍-春中大会の視察や齋藤願技部長のご 
指導のもと全国的にも有をな花卷温泉郷と全館空調も整備さ 
れた大会会攝-大会会場お’ぬ施設に近い練習会場、高速交通 
網等の利便性を生かし様々な工夫を試みました。また各ぶ典- 
選手控室*チーム応援席*アップ場-展示物等は趣向を凝ら 
し独自性を出してみました。ホームページや フェイス ブック、 
地元ィ メー ジ キャラクターの 登場等も 巧 実させ大会を盛り上 
げることができました。 

競技役員は岩モ県ハンドボール協会の協力のもと花卷市中 
学校体育連盟と岩手県中学校体育連盟ハンドボール専門部が 
連携を密にして取り組みました。生徒役員は市内巾学校2权 
のハンドボール部貝を中んに組織し献身的に働いてくれまし 
た。東北各県中学校体育連盟ハンドボール専門委員長にも協 
力を頂き、巧巻市-岩で県.東北が一が岩となって取り組む 
ことができました。 

来年度本県では「を望郷いわて国体.希望郷いわて大な」 
が開催されます。本年度は闽体リハーサル大舍である第20 
回ジャパン ホープ ンハンドボールトーナメントを皮切りに 
第42回東化船合体育大をそしてこの全中と3大大会を8片 
に連続で開催しました。「いわて巧巻ハンドボール夏の陣 
201日」と錦巧ってがった3大大会の取りをつとめた全中開催 
によってここ花巻は小学生を除く全カテゴリーの全国大会を 
開催することができました。この大会での成果と課題を明確 
にして大取りとなる来年度の「希望娜いわて閔体」の成功に 
向けて、そしで悲願のを齒制覇に向けて岩手県中学校体育連 
盟、お手県ハンドボール協会、花卷巿ハンドボール協会と連 
携をとりながら今までな上に努力していきたいと思います。 

最後になりましたが、今大会を開催するにあたりご原力頂 
きました（公社） H 本中学校体育連盛、（公が） H 本ハンドボー 
ル協会、岩手県、巧巻市、東北中学校体育連盟、岩手県中学 
校体育速盟、ち手県ハンドボール協会、巧卷市ハンドボール 
協会、（一お）化卷市体育協会、化卷巿岡体推進課そして協 
贊各位に改めで厚く伽礼を中し上げますとともに、次年度開 
储である石川県大会の大成功を巧念して、今大会のお礼のあ 
いさつとさせて頂きます。みなさん本当にありがとうござい 
ました。 




男子 

優勝 


氷見市立西條中学校 (富山県) 


I 西條中学校ハンドボール部監督= 崎篤志 I 

3月に地元*氷見で開催された春の全国大会で優勝したこ 
ともあり、「夏も優勝し、春夏2冠を」という周囲の期待は 
高まっていました。たくさ/レの支援にありがたさを感じる一 
方、私たち指導者が感じるプレッシャーは日に日に大きく 
なっていきました。そのような中、悲願の初優勝を成し遂げ 
ることができたことを大変うれしく思います。 

本校は、1回職はシードのため2回戦からの出場となりま 
した。2回戦の相手は、春の大会でもが戦した北海道の化成 
中学校、3回戦の相手は、パワーとテクニックに優れ、過去 
に敗れたこともある京都の大住中学校、準決勝の相手は多彩 
なポストプレーが特徴の山口県岩国中学校。そして、決勝戰 
は地元•岩手の矢巾中学校と対戦しました。決勝職は、地元 
チームを後押しする大声援の中での試合となりました。経験 
したことのない状況に、試合前、選手たちの顏には緊張の色 
が表れていました。特に、矢巾中学校は準決勝で優勝候補の 
一角である石川県の板津中学校を延長戦のホに下しており、 
その勢いに怖さも感じていました。試合が始まり、序盤は一 
進•退の攻防が続きましたが、相手の策の裏をかき、自分た 
ちの得意な展開に持ち込んで点差をにげ、勝利することがで 
きました。 

西條中学校の モットーは 「楽しくプレーする」です。勝つ 
ことも大事なことですが、私はそれよりもハンドボールと 
いう競巧の魅力を忘れず、中学生の柔軟な思考力で自由にプ 
レーしてほしいと思っています。だから選手たちには、日々 
楽しんでプレーすることと、観客を魅了し、ム躍らせるプレー 
をしてほしいと言ってきました。今回、決勝の舞台でも終始 
ハンドボールを楽しむ姿が巧象ので、これまで巧ってきたも 
のを全て発揮できたのだと、私は嬉しく思いました。 

この夏、選手たちは最後まで走りきれるよう、かカトレー 
ニン ダに取り組んできました。ど/レなに高い技術もスピード 
も、1試合を通してパフオーマンスを発揮できなければ勝つ 
ことはできません。櫃れた技術を支えるのは、±台となる基 
礎です。この夏、選手たちは熱中症やスランプに陥りながら 
も腐らずひたむきに練習してきました。私は、堂々と自分た 
ちの ハン ド ボールで 職い抜いた選手たちを誇りに思います。 

最後になりましたが、 

素晴らしい選手、尊敬で 
きるスタッフ、温かい保 
譜者の皆様と出会えたこ 
とをうれしく思います。 

また、中体連をはじめ、 

ご支援いただいた皆さま 
に深く感謝申し上げま 
す。ありがとうございま 
した。 


I 西條中学校ハンドボー沁部を将 を平 光佑 I 

一つの目標であった「春夏連覇」。この目標を達成できた 
ことを、僕はとても嬉しく思います。僕はル学生の時、全国 
大をの決勝で負け、悔しい思いをした経験があります。その 
悔しさを糧に、成長し、春の全国大会で禮勝することができ 
ました。しかし、陰では「地元の利が働いたのでは J と言う 
人もいました。だから、僕はこの全国大会でどうしても値勝 
し、西條中学校のハンドボール部の強さを証明した いと 思っ 
ていました。 

極勝するために、饌たちは努力をしてきました。他校が本 
校のプレーを研巧し、自分がマークされることはわかってい 
ました。その対策を幾通りも考え、練習してきました。また、 
走り込んできた量では、どこのチームにも負けない自信があ 
ります。部活動の時間！^外にも、仲間で集まって自主練習に 
取り組んだりもしました。監督-コーチは「体力がないチー 
ムは勝てない」と言います。僕も、技術やパワー、スピード 
で巧手より勝っていても、最後に勝敗を決するのは「体力」 
だと思います。僕たちが勝てたのは、技術が勝っていたので 
はなく、相手よりも走り切るだけの体力があったからだと 
思っています。 

大会に臨む前、チームの状態は万全とは言えませんでした。 
熱中症になる人や、プレーがうまくいかずスランプ気味だっ 
た人など、不安要素が山積していました。そんなず安な僕た 
ちを支えてくれたのが、いつも部活動指導をしてくださるお 
生やコーチ、家族でした。僕たちに悔いのないようにプレー 
をしてほしいと、メンタル面、体調面、技術面で支えてくれ 
ました。 

僕たちはハンドボールが大好きで、楽しんでプレーしてい 
ます。自由にやりたいことをさせてもらえることに感謝して 
います。 この 大会が、自分が西條中学校のハンドボール部と 
して戦える最後の大をだったので、絶がに値勝し、支えてく 
ださった人たちに感謝の気持ちを伝えたいと思っていまし 
た。今回、一審いい結果が報告できたことを、うれしく思い 
ます。応摇してくださった皆さま、本当にありがとうござい 
ました。次の目標は J 日 C で屬勝することです。 「 S 冠」を目 
指して頑張ります。 
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女子 

優勝 


福井市明倫中学校 (福井県) 


I 明倫中学校女子ハンドボール部顧問条尚が I 

この度の全国中学校ハンドボール大舎において、優勝とい 
う成績を収めることができましたことを大変うれしく思いま 
す。同時に、大会開催にあたり、準備や大会運営にご'尽力い 
ただきました多くの関係者の皆様にふからの感謝を伝えたい 
と思います。本当にありがとうございました。 

今年のチームの3年生の多くは、小学生時にも全国優勝 
するという経験と、昨年醒は、全中に出場するも2回戦敗 
退という結果に終わっていました。そこから、特に練習内容 
が変わったことはありませんが、日頃から本番の試合をイ 
メージさせることを心がけてきました。また指導者として 
は、ただハンドボールが強いだけでなく、人としてすベての 
方々に愛されるチーム.人であってほしいという思いで礼儲 
やチームのなり方を伝えてきたつもりです。今回、たくさん 
のプレッシャーがある中でも様々な課題を栗り越え、優勝と 
いう結果を残した彼女たちの強さを誇りに思います。 

また、今大会では全国のハンドボール仲間とも肖虫れ合うこ 
とができ、私自身もそして選手達もたくさんの思い出を巧巻 
の地で作ることができました。 この 後、選手たちは JOC 、 そ 
して3年禮の福幷固体と続きますが、全国の仲間と切禮琢 
磨し、ハンドボールを楽しむためにもさらに精進してくれる 


I 巧倫中学校女子ハンドボール部酒并優貴モ I 

春の全国大会で優勝という結果を残すことができ、本当に 
たくさんの方からお祝いの言葉を頂きました。と同時に「春. 
夏•連覇」という筒脚の期待をひしひしと感じながらの練習 
となりました。練習では、巧術的なことのほかにメンタル補 
化や集中力の継続を意識して取り組みました。そんな中、8 
月 2 oy 、 夏の全国大会の間鱼式を迎えました。自分達の力 
がどれだけ通用するかというワクワク感と春夏連蘭できるだ 
ろうかという複離な気持ちでした。 

決滕戦が始まると、序盤から流れをつかみを導権を握るこ 
とができました。し力、し、後半、^点差まで追い h げられる 
展開となりました。そこで焦らず、声を掛け合い、1点ずつ 
得点を重ねていきました。セツトオフで点を取ることが難し 
い場面では、「守ってホる」を徹底していきました。 

春での課題は離実に減らすことができましたが、まだ完壁 
とは言えませんでした。それは自分たちがリードすると気の 
緩みからプレーが軽くなり追い上げられることが多々あった 
からです。しかし苦しい展開になった時に頑張れる雰囲気を 
チーム全員でつくることができたので優勝する事ができたの 
だと思います。 

明倫中学校が優勝したのは初めてですが、このような結果 
を得られたのは福井県の先輩方が伝統を積み重ねてきて下 
さったおかげです。また、自分達を最 
後まで見捨てずにご指導してくださっ 
た糸先生には感謝してもしきれませ 
ん。 

最後になりましたが、今大会でご支 
操、ご協力いただきました関係者の皆 
様、を場で応援してくださった皆様に 
ムよりお礼申し上げます。本当にあり 
がとうございました。 


ことを願っております。 
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第 44 回を国中学ホ交パンドボール大会〈戦評〉 


琴子_ 

■準決勝 

西條32 (16 — 11、 16 —7) 18岩国 

準決勝は岩国中のスローオフで始まった。序盤からシュートを 
打ち合ろ展開となるが、岩国中は牧野の連続シュートで居盤を 
制する。西條中はタイムアウトを機に、岡田や中山のシュート 
で10分過ぎ同点に追いつく。その後は一進一退の攻防が続く。 
終盤は両チームの速攻の巧ち合いが続く力、‘、西條中を平の連続 
シュートをはじめ、次々と点が入り徐々に相手を突き放した。岩 
国中が速攻を決めるも、西條中力、"優位に立ったまま前半は終了。 

後半は、序盤から互いに点数の取り合いとなる。しかし西條中 
は、林のサイドシュートや產田のカツトインシュートなど多彩な 
攻撃で点数を重ね、徐々に相手を引き離す。岩国中もポストプ 
レーや速攻を駆使し攻め立てるが、堅い守りに阻まれ、思ラほど 
点数に結びつかない。むしろ西條中安平や蓮田などの速攻が面白 
いように決まり、終盤は常に優位に立って試合を進めた。終盤は 
2年生の選手を体に試合を組み立てるなど、終わってみれば西條 
中が大差をつけて岩国中を破り、決勝に進出した。 

矢巾26 (13- 14、 13 —9) 23板津 

地元の大声援を背に初の華み聴進出を果たした矢巾中と香川第 
一中との激闘を制し28年ぶりの準ミ夫勝進出となった板津中との 
準;’夫勝は板津中のス□ーオフから始まった。両チーム持ち味のス 
ピードを活かしたオフェンスで得点し互角の立ち上がりとなる。 
試合が動き始めたのは前半9分。巧田のサイドシュート、金津 
のミドルシュートで連取した板津中が7が4と3点リードする。 
前半の中盤は、板津中が素早いパス回しから確実に得点を重ねる 
のに巧し、矢巾中は戸碌の速攻やま倍が確実に 7 mT を決め、追 
いすがる展開が続く。残り7秒、デイフェンスを;室いだ矢巾中 
が速攻でノーマークシュートを放つが GK 横田がファインセーブ 
を見せ、14対13と板津中が1点をリードして折り返した。 

後半開夕台早々、ま倍のミドルシュートカ(決まり矢巾中が同点に 
追いつく。お互いに点を取り合ラ中、後半6分、交代して出場 
したりI村がサイドシュートを決ゆ、この試合初めて矢巾中がリー 
ドを奪うと、さらに4連取で後半]1分に20対1日と4点リー 
ドを広げた。後半15分、板津中は矢巾中の退場を機に、確実に 


点差を縮めることに成巧し]9が22とずる。徐々にリズムを取 
り戻し始めた板津中は20かには1点差まで詰め寄った。残り日 
分の勝負となったが要所を押さえ、ノーマークシュートを確実に 
まめた矢巾中が岩手県勢初の決勝進出を果たした。 

■ミ夫勝 

西條40に1 — 11、19 — 21) 32矢巾 

春の全中との2冠を目指ず西條中と地元岩手で初の決臟進出 
を果たした矢巾中の;'ま目の決勝戰。西條中のスローオフで試合が 
始まった。先制点は西條中杉本のポストシュート。序盤は矢巾中 
お倍、エ藤のミドルシュートなどでほぼ互角の立ち上がりだった 
が、お平を中/じ、にスピードに乗ったオフェンスで西條中力 《 徐々に 
リードを奪ラ。何とか状況を巧開したい矢巾中だが、西條中の高 
さと機動力を活かしたディフェンスをなかなか晶ずことが出来な 
い。西條中は安平にマンツーマンを仕掛けられるが、息の合った 
コンビネーションから繰り出すプし一で蓮田、が本らが次々と得 
点を重ね、21が11と大きくリードして前半を巧り返した。 

後半開始早々、矢巾中が幸先よく 2連取しリズムが変わるか 
と思われたが GK 田上の好セーブにより点差は縮まらない。西條 
中は矢巾中のミスを確実にゴールに沈め後半9分にはちび]0点 
差とする。追い上げたい矢巾中は持ち味である速巧を軸に少しず 
つリズムをつくり、後半13分には6点差まで詰め寄るが、コー 
卜を大きく使いワイドにオフェンスを組みなてる西條中のパス回 
しに苦しみ失点を防ぐことが出来ない。終盤は西條中に退場者が 
出たのを磯におホ中が得点を挙げるが、西條中が落ち着いて対応 
し40巧32と8点差をつけて勝利。春のを中に続く 2慰を達成 
した。両チーム最後まで走り続け中学をらしいはつらつとした決 
腊戦であった。 




限られた資源だから、を意義にイ至っていきたい。 

命あるものたちが共をする地がだから、 

快適な環境をホっていきたい。 

計測•制御のま門メーカーとして時代を IJ - ドする大崎は、 
ユニークな駕 想と探究むで省エネ、省力化機器など、 

つねに巧術を新をこころがけています。 

大崎畢気工業株式会社 

本巧 Tl 41-8646 巧な郁おリ恆東 S 巧田 2-10-2 ま五ち田スクェア TEL . 【03)3443-7171 ( けま) 
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第 44 回全国中学校ハンドボール大会く戰評〉 



女子 


■華決勝 

明倫31 (19 - 1 K 12 - 14) 25朝巧 

共に2回戦から勝ち進んだ化信越第1代表と東海第3代表が 
準決勝で激突した。開始30妙明倫中•横山がポストシュートを 
決めると、1分に朝明中•陣田がサイドシュートか決める。その 
後明倫中-酒井のシュー h •から4連続得点。流れを取り戻そラ 
と朝明中がタイムアウトを取るが、明倫中の寶いが止まらず、巧 
内のシュートから4点連取する。しかし、7分朝明中•和氣の 
速巧を機に、中西、青木、加藤らがシュートを決める、前半20 
分に3点連取するも、素早い多彩な攻撃や堅いディフェンス、 
ご1<橋本の好セーブで序盤にリードを広げた巧倫中が19対11 
と8点リードで前半を折り返した。 

後半流れを変えよラと朝巧中は明偷中•酒井、义イ呆ダブルマン 
ツーを仕掛け3点連取ずる。しかし、明倫中も横山、竹内、戸 
田らが得点を重ね、一進一退の攻防が10分間続き点差は変わら 
ない。中盤、朝明中が再兰2点差まで詰め寄るも、それが上点 
差は縮まらなかった。両者とも最後までスピードを生かした I 欠防 
を繰り広げたが、前半序盤でリズムをつかみ得点を重ねたリード 
を巧った明倫中が31巧2目で決勝戦への切符を手にした。 

平田14 (6 — 5、 6 — 7、1—0、1 —1) 13平針 

女子準巧勝、東海ブロック第1代表平針中と中国ブ□ック第 
1代表平田中のカード。過去に優腺-準優勝経歴のある両枝が激 
突。平田中スローオフ。序盤から両者激しいピストンでゴールを 
狙うが、両 GK の好セーブが光り、中盤•終盤に2度、日か間 
得点が動かないちしい展開。その中でも岡田を中むに多彩な攻撃 
と相手ミスからの 7 mT を確実に決めた平田中が6が5の1点 
リードで前半を巧り返ず。 

後半は攻め手を探る平針中、熊崎が左サイドからカットインで 
シュート。同点に持ち込む。その後は互いに一進一退。しかし平 
田中岡田が単独で日連続得点を挙げ若干のリードを奪ラ。対ず 
る平針中は浦野のミドルシュートや巧田のサイドシュートで応 
戦。12対12の同点で迎えた終了間際、相手ミスから最大のチで 
ンス 7 mT を、2日分終了後に平田中が外し勝負は延長戦へ。延 
長前半4分に平田中ル野が速巧からシュート、13対12の1点 
リードでがり返し。後半平針中飯田がポス h ■シュートで同点。勝 
負がかからなくなる。しかし終了間際に平田中上村がカツトから 


渾身のドリブル速攻を ミ 夫め、14対13で平田中が決勝進出を決 
めた。準決勝に相応しい大接戦となった。 


■ホ腺 


明倫24 0日一 8、 9-11) 19平田 

女子決勝は、化信越の日月倫中と中国の平田中の、ともに初優勝 
をねらう両权の一戦となった。スローオフの明倫中が竹内の得点 
で先制すると、すぐに平田中も岡田のシュートで同点に。平田中 
は、岡田、か野がカットインシュートで得点するが、明倫中も横 
山の速攻や酒井の 7 mT などで得点を重ね、8分に平田中がタイ 
ムアウト。その後、明倫中が速攻などで徐々にリードを広げたの 
に対し、平田中も、田中や有馬のサイド攻撃などで一時2点差 
まで迫った。しかし、明倫中■横山、竹内らの得点や GK 向嶋の 
7 mT ナイスセーブもあり、明倫中が15対8と7点リードで前 
半を折り返した。 

後半開始直後は互いに速巧を掛け合う中で、平田中•ル野、上 
村らの得点で点差をつめるが、明倫中も酒井、竹内らが点を取り 
返す。必死に走って速攻を仕掛ける平田中が岡田の活躍で点差を 
つゆると、11分に明倫中がタイムアウト。直後に平田中の退場 
の間に明倫中•义保が 7 mT を決め、河原のサイド攻撃も決まる。 
試合は、終盤まで激しい走り合いが続き、平田中が岡田、上村の 
活躍や GK 田がの 7 mT のナイスセーブなどで3点差まで迫った 
が、反擊も届かず、明倫中が24対19で勝利し、優勝を飾った。 
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sound mind , sound body 


^ まく^りたいと思ったり、:^ 
言し、訳しなし にとだ。 


分お 


◎JHA 2014年バンドボール日木げ表 


PHOTO 日 Y KI5HIM0T0 


上方巧への ジ>ン つ。を n める 
テクノロジーを援載した、 

ス タビ U テイトップモデル 


GEL-BLAST 度6 

THH 537 ¥12,800+税 



弾むよラなやわ5かごと 
趕量性を兼ね備えた、 

ス ピードプレーヤーのための 
クッショニンブモデル 

GELBIND 

THH 540 ¥12.000+ 税 



f -:--づ^ j アシックスシコーズのストライブデザインはアシックスの商標であリ、巧巧のをくの困で登録とれた商信です。 

巧式。 h グソゾソ A k asics.com j る示化诏は;肖賀衍巧をの/-力—を强小売他巧です。-;肖ミ娜军はげ定によりを動する場合があリます。商品こついてのお邮、合•わせは r ァシックスジャパン株式会社わ封細-お查」までどうぞ。〇 1 ?〇-化 8 - 8 〇 6 




第巧 2 お！ > ♦ 

全国高等専 PI 学が 


■ - ■ 

総評：大会を振り返って 

熊本高等専門学校八代キャンパスハンドボール部顧問四宮一郎 

第42回全国窩等尊学校ハンドボール選手権大会は、第36巧に続き熊本 
高専八代キャンパスが5度目の担当校となり、八代市総合体育館と宇城巿松 
橋総合体育文化センターの2会場で8月20、21目に開催されました。今大 
会は、全国高専化育大会が50回を迎える記念大会ということで、出墙チー 
ムが12チームから1目チームに拡大となり、試合お式も予選リーグ方式から 
トーナ^ント方式に変更、また組み合わせ抽選を開会式直前に全選手が見つ 
める中、メインコートで行うなど50回記念大会に相応しい盛り上がりとな 
りました。 

今大会は、自な回本校が担当した第3日回大会と同様に2会場での開懼となり、 
宿背から化橋会場まで遠く、公共交通機関の便が悪いなど、各チームの皆様 
には大変ご不便をおかけしました。各チームが少しでも良い コンディション 
でゲームに臨めるよう、巧当校として松橋会場までの祿動に シャ トルパスを 
手配するなど配慮したつもりですが、希望の時間に乗れなかったり、他のチ 
—ムと相乗りになったりと、至らぬことが多々あったことをお誰び申し上げ 
ます。 

さて、號お結果ですが、今大会はトーナメント形式ということもあり、1 
回戦から白熱した試合が展開され、金沢商専、米子高専、北九州高専、德山 
高専の4高専が準決勝に進出しました。準決勝第1試合では、大会5連覇を 
目指した徳山高専でしたが、終始化九州高専にリードを許す展開となり、準 
決勝で涙をのみました。また、第2試合は、金沢島尊が中體米子备専のディ 
フェンスにやや苦しみましたが、序盤のリードを保ったまま危なげなく決勝 
戰に駒を進めました。決勝戦は、2度目の優勝を目指す金沢島尊と、初優勝 
を目指す北九州高専のか戦となりました。これまで化九州高専は準優勝1回、 
3位が2回と、あと1歩で優勝を逃してきたため、今回は九州沖縄地区での 
關催ということもあり、何としても優勝をと意気込んで試合に臨みました。 
試合が始まると、両チームとも立ち上がりにやや硬さが見られたものの、前 
半中盤までは決勝戦に相応しい一進一退の好ゲームが展開されました。後半 
も一進一退のゲームが展開されましたが、癖始リードを保ち、少ないチャン 
スで權実に加点した金沢晶薄が日年ぶり2度目の全图制覇を成し遽げました。 
今乂をは、たくさんのチームが決勝戦まで残り両チームを応援してくれ、日日 
回記念大会に相応しい盛り上がりと感動を与えてくれました。最後まで帖チ 
ームを応操していただいた皆様に感謝したいと思います。 

最後になりましたが、大会運営にあたり日本ハンドボール協会、熊本県ハ 
ンドボール協会をはじめ、八代ホ、宇城市、松橋高校ハンドボール部、熊本 
高専熊本キャンパスハンドボール部の皆様、また、ご協力いただいた全ての 
皆様にこの場を借りて厚く感謝申し上げます。ありがとうございました。 



圆齡謡®膨皎逾浸這 nT が b 

なにげない街の表情にも、新しい感性が発なできるもの。 

「舗装」の彩り、風合が、街を個性的に演出します。 

[横巧ホ-巧 申 道 a り】ホ道：イギリスレンガ/巧ち：明色□-ルドアスファルト 

化ゴムが IVTTDDr ^ 本な ： T 103-0028 東ぶ が 中央 K 八み拥 1-2-16 TG ビルディング 
\• 巧化丄 、 If r vy TEL ： 03-3563*6761 hiip ： //www.nippo.c.co.jp 

北巧ちミ店百脚 1)231-4612 まがち店 a (02 幻 262-1 511巧まま一ま巧》め 3)5323.3681 巧まま二ま店 0(03)3471-07 的 
ホ信越ま店 0(025)244-9186 中が支店 0(052)2 り-6581 M 西ま店が 06)6942-61 23四国丈店 0(087) 目 62-1 157 
中国支を《(0日2)568•か61九州支店 a の 92)771-0266 巧 東 连巧ま巧〇め 3)3474-1601 
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第曰 0 回全国高等専門学校体育大会第 42 回全国高等専門学 
校ハンドボール選于-棉大をが8月2日日、21日に熊本県八げ 
市総合体育酷-宇城市松橋総合体育文化センターで開他され、 
本校は日年ぶり2回目の優勝を達成することができました。 

今大会は第日0回記念大会ということで例年と大きく異なる 
運営方法が2つ採用されました。1つ目は参加校を2つ增やし、 
1目校でのトーナメント戟になりました。2つ目は抽選が前日 
の開舎式でけわれました。抽選は緊迫した雰囲気の選手たちが 
見守る中、川原繁樹大会副委員長によって、公平に行われまし 
た。各校の学校をが呼び上げられ、対戰校が決まると歓声が上 
がり、選手たちの気持ちが高ぶっていくことが伝わってくる例 
年にはみられない盛り上がりがある開会式になりました。 この 
盛り上がりが翌日からの熱戟に繫がったように感じられまし 
た。 

大会は難しいものでした。1回戦の秋田高専職では緊張と空 


回りが重なり、なか-なか自分たちのりズムをつかむことが山來 
ませんでした。2回戦の大阪府立大学高専戦は1点差の接戦で 
何とか勝つことができましたが、大限高専は上背があり、シュー 
トカも高いチームで最後までどちらが勝つかわからない掉抗し 
た試合になりました。後から考えるとこの接戦を乗り越えられ 
たことが自信になり、翌日の準決勝、決勝の勢いに繫がったよ 
うに感じられました。そして、準決勝、米で高専戦、決勝、化 
九州戦は前日の勢いのまま自分たちのプレーを貫き通し、優勝 
を捆み取ることができました。 

今大会を終えて、まず、第 50 回記念大会を優勝することが 
できたことが嬉しく感じました。次に、日年ぶりにもう一度勝 
てたことが嬉しく感じました。選手の頑張りやイ呆護者、卒業し 
ていった先輩たち、大会運営を素晴らしいおで作り上げてくれ 
た熊本県ハンドボール協会などたくさんの協力があっての結果 
なので、この場を借りて感謝を伝えたいと思います。 


大会を終えて 


金沢髙専監督 山 □ 真史 


賊 

■準み勝 

化九州高専23 (9-4、 14-9) 13德山高き 

準決勝第1試合は、徳山高専のスローオフで試合開始。徳山高専 
はずりからの速攻が速く、対する化九州高専は初戦、2回戦とも接戦 
をものにしてきただけに、好ダームが期待される。立ち上がり化九州 
7番藤井のシユートで先卸。すぐに徳山高専も追いつく力く、中盤まで 
は已が3と口ースコアの展開が続く、その後化九州が3点差とする 
と徳山ベンチはタイムアウトを請ホずる。直後徳山4番阿部のシユ 
-卜で2点差とずるが、前半を9対斗で折り返す。 

後半、初戰、2回戦とも追い上げを許している北九州だが、後半開 
始すぐに追加点をまめ、 ] 日巧4と突き放しにかかる。その後徳山高 
専も取り返すが、2番武巿の退場の間に3連続失点となり、一方的 
な展開となる。徳山も連続得点で追い上げを見せるが終始リードを保 
つた化九州が23が13で勝利し、決勝へコマを進めた。 

金お商専23 (11— 5、 12—10) 15お子高き 

金おの スロー オフにより試を開始。開始早々をミ尺8巧宮下の連続 
得点で2が0とリードする。両 チー ムとも点を取り合い同点となるが、 
中盤にかけて試合の動きが止まる。17分過ぎ金おの3連続得点で7 
が3となり、たまらず米子がタイムアウトを請ホ。しかし、リズム 
は変わらず、試合の流れをつかんだ金;'尺が11対日とリードし前半を 
終える。 



後半開始直後、米子 ] 日番足立のインターセプ[''からの速攻や 
7 mT で連続得点し、11対7とするも、をが10番前井のミドルシ 
ュートで、迫る米子を巧き放す。その後中盤までこう着状態が続いた 
力す、金;'只1目香ち田のポストシュートが決まり、巧び試合が動き出す。 
米子もリズムをつかもうと DF 形態を変えたが、金ミ尺が落ちついて対 
応し着実に得点を重ねた金おが23对1日で決勝にコマを進めた。 

■決勝戦 

をミ尺高専 24 (12 — 7、 12-9) 16化九州高専 

化九州のスローオフで始まった決聯戦は、をお8番宮下のシュー 
h で先制する。化九州も負けじと取り返し、1日か過ぎまでは一進一 
退の攻防が続く。 中盤しソ降金お6番吉田、 ] 〇番前井で3連取し9 
対目となったところで、化九州がタイムアウトを請求。しかし金お 
の勢いは止まらず、その後も着実に得点を重ね前半を12対7で折り 
返ず。 

後半も ] 日分過ぎまでは互角の試合を展開していたが、金ミ只 ] 日番 
前井の得点で 6 点差となる。すると化九州はプしスディフ I ンスを 
化掛けるがを;'尺も落ち着いて対応し、着実に得点を重ね化九州を实き 
放し、後半12対9とし、卜ータル2斗が]6で金おが勝利した。金 
おは、華決勝でま躍した化九州8番石橋のシュートを巧セーブした 
をミ尺 GK 2 番吉見のプし一が攻撃にも勢いをつけ、ラれしい2回目の 
植勝につながった。 
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第 20 回ジャパンオープン 
八ンドボールトーナ乂ント 


開催期日：男子の部平成27年8月9日间〜8月じ日(が 
女子の部平成27年8月9日间〜8月11日(が 
会 墙：巧巻す総合体育館、富±大学スポーツセンター 


最終順位 
く男子> 

優勝： HC 和歌山（和歌山県） 

華優勝： FOG (千葉県） 

3 位：トヨタ結織九州レッドインパルス（佐賀県) 
4 位：長崎社中（長崎県） 

く女子〉 

優勝：香川敲行 T - H 语川県） 

華樓腊： HC 和歌山（巧歌山県） 

3 位：那覇西クラブ（沖縄県） 

4 位： GET'S (兵庫県） 




総評 岩手県ハンドボ-ル協会理事長花卷市国体推進課 岡ホ武 


岩手県八ンドボール協会において、8巧はジャパンオープ 
ン A ンドボールトーナ乂ント、東化搬合体育大会、全国中学 
巧大会、 NTS 東化ブ□ックトし一ニングの全てが巧巻で開催 
される過密スケジュールでした。称して「201日花卷夏の陣」 
の先陣を切ったのが第20回ジャパンオープン八ンドボールト 
-ナミントでした。来年開催される東日本大震災復興の架け 
橋第71回国体 r 希望郷いわて国体 J のリ八ーサル大会として、 
8月8日（±)から12日（水）まで開催しました。会場は、 
国体で使巧する花卷市搬合体育館、花卷巿民体育館、富±大 
学スポーツセンターの3会場の内、巧卷市総合体育館と冨± 
大学スポーツセンターの2会塌で、遠路はるばるお越しいた 
だき参加された男子32チーム、女子16チームで行われまし 
た。 

今大会は、国体リ八ーサル大会ですので、華備•運営には 
希望郷いわて国体-希望郷いわて大会花巻巿実行委員会のご 
協力をいただき、また、会場準備には花巻市の中学生、高校 
をと富±大学生、大会補助員は県巧高校の八ンドボール部員 
に協力をいただきました。大会運営は、限られた人数ではあ 
りましたが、数々の全国大尝運営を極験した本協会を中ふと 
した八ンドボール関係者に、係の枠を腿えた対応をしていた 
だき、無事に大会を終えることができました。 

8曰に開会式を巧卷温泉ホテル千秋閣で斤い、9日から競 
おを開始しました。例年な上の暑さの中、冷房設備のない富 
±大学スポーツセンターで試合をした女テをチーム、男子4 
チームの選手の皆様には、看さとの戦いもある条件の中で熱 


戦を繰り広げていただいたことに感副申し上げます。10曰か 
らは花卷市繼合体育館でを試合が行われ、快適な環境の中で 
試合ができたと思います。その中で、男子は、昨年度のベス 
h 4の FOG、 トヨタ祐織九州インパルス、長崎社中の3チー 
ムと HC 和歌山が準決勝に進みました。華み勝は2試合とも 
大接戦で、 FOG 対トヨタ結織九州インパルスは1点差で前年 
度覇者の FOG が決勝にコマを進め、もう1試合の長崎社中 
対 HC 和歌:山は第1延長でも決着がつかず 7m スローコンテ 
ストで HC が歌山が決勝遁出をまたしました。決滕は第2延 
長までもつれる目の離せない熱戦が展開され、国体開催をひ 
かえた HC 和歌;山が嬉しい初優勝を遂げました。女子決勝は、 
香川銀行 T • H 巧 HC ホロ歌山の昨年度と同じ顔合わせになり、 
香 JII 銀行 T • H が巧おした試合運びで9連覇を達成しました。 
そラした中で地元チームは、男子が1、2回戦で敗退し 、女子 
が準々ミ夫勝で敗退し上位進出はなりませんでした。 

あと1年余りで岩手国体を迎えまずが、今回実施できなか 
ったおもてなし等も含め、花卷巿実行委員会と一層の連携を 
図りながら、今大会で出た様々な課題の改善*靜決に努め、 
万全の態勢で皆様をお迎えするよラ準備にあたりたいと思い 
ます。 

最後になりましたが、今大会の開催にあたり御支攪’御協 
力をいただきました日本施会、競技役員、競技会役員、競技 
補助員、協賓各社、そして参加チームの皆様に瓜より御礼申 
し上げますとともに、来年の■■希望郷いわて国体 J に向けて 
一層の御支援-御協力を陽りますよラお願い申し上げます。 
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男子 
便腺 


閒盾祖歐四 


HC 和歌山監督 古家雅さ 


はじめに、私たちは201己年に地な和 
歌山県で開催される紀の国わかやま国体 
に向けて、3年前にクラブチームとして発足した 『 HC 甜歌山』 
というチームです。地元国体開催年度ということで、今大会 
では是非とも良い結果を残して国体に繫げたいという思いで 
大会に臨みました。 

大会を振り返ってみると、準々決勝から決勝までとても厳 
しい戟いの連続でした。'带々決勝では HONDA (兰重県）と 
対戦し、終盤に接戦を抜け出し柯とか勝利しました。準決勝 
の長崎社中（長崎県）戦では、両者互角の戦いでなかなか巧 
け出せず、延長戦でも決着がつかずに 7 mTC までもつれ込み、 
紙一重の差で勝つことができました。決勝の FOG (下-葉県） 
戦では、途中ビハインドを追いかける苦しい展開が続きまし 
たが、終鑑に追いつき延長戦に持ち込み、第2延長で何と 
か引き離し勝利することができました。 

110 NDA は3年がの同大会2回戦で対戦し大差で敗北（そ 
の後 HONDA は優勝）した相手、長崎社中は2年前の同大 
会2回戦で対戦し大差で敗北〔その後長崎社中は優勝）し 
た相手、 FOG は昨年の同大会2回觸でが戦し敗北〔その後 


FOG は憾勝）した相すという、何とも数苛な巡り合わせの 
大会となりましたが、これまで歯が立たなかった強豪が于に 
全てリベンジを果たしての初優勝は、今後に向けて大きな自 
信となりました。 

選手それぞれが別々の化事をしているので、チーム発足当 
初は週2回の練習日に4〜日人しか集まらないこともあり 
ました。それが今年の4巧からはそれぞれの職場の理解も 
あり、週日回の練習で選手もほぼ全員参加できる環境を与 
えていただきました。また、国体が近づくにつれ県からの医 
科学的なサポートも日に B に充実し、フイジカルトレーニ 
ングやメンタルトレーニングのサポートも受けることがで 
き、とても良い環境で強化することができました。その結果 
4日間で日試合というハードな大会で、接戦に次ぐ接戟をモ 
ノにすることができたと思っています。 

最後になりますが、そんな環境を輕えてくださった関係者 
の皆様には深く感謝と御礼を中し h げたいと思います。本当 
にありがとうございました。 



女子 
毎腺 


琶畑圆糖で〇凹 


香川銀行 T • H 副主将 ±井乗另 [5 


周囲から、本大会の優勝候補の筆頭、強囊、故に当たり自〇 
と目され、決して口には出しませんでしたが、チームの誰も 
が目に見えないプレッシャーの中で戦ってきたと思います。 
私白身、日本リーダ勢が参加しない本大会は、優勝すること 
が宿命と考え、負けることは許されないとさえ考えてきまし 
た。 

私がチームに入った時には、すでに5連覇を達成しており、 
先輩方が今の地位の礎を築かれておりました。巧年、メンバー 
が人れ替わりながら勝ち続けることは、決して簡単なことで 
はありません。チームカを高いレベルで維持してきたことは、 
すどいことだと自負しています。每年一つ一つ積み重ねてき 
た、この自信とプライドこそが、日連覇を成し遂げた源だと 
思います。 

初戦から準決勝までの3試合、得意の速攻で得点を重ね 
勝利し、決勝戦に駒を進めました。決勝戦は、今年10巧の 
和歌山国体に向け強化をすすめている HC 巧歌山との対戦で 
した。序盤は、両チーム共に動きが堅くミスが続き、一進 
一退の試合展開となりました。徐々に足が動くようになり、 
DF から速攻で10連続得点をし、試合を優位に進め優勝す 
ることができました。 


今回の大会は、結果だけを.なると圧側的な勝利となりまし 
たが、試合中は、監督からの叱啤が幾度となく飛んできまし 
た。相手チームとの戦いというより、チーム自身との戦いで 
した。勝つことは当然、勝ち方•内容を問われているのです。 
それは、私たちも承知しており、チームとして目指すものは、 
もっと高い所にあるからです。私たちの目標は、日本リーグ 
勢に勝ち、日本一になることです。日々、アグレッシブにハ 
ンドボールにかける姿勢は、他の とのチ' —ムにも負けません。 
強固な組織を作るため、チーム内のコミュニケーションを図 
り、目標の実現におけて、チーム-丸となって•歩•歩前-へ 
進みたいと思います。最後に、いつもご支援いただいている 
関係者の皆様、陰ながら応援し、何より•番の巧方である家 
族に，こ、から感謝いたします。 
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【戲 fF 】 第 20 回ジャパンオーブンハンドボールトーナメント 


♦3 位巧ま戦 

トヨタ彷織九州しッドインパルス23 (13-6 s 10 -9) 15長崎社中 

九州対決となった男子3位決定戦は、トヨタ祐織が主導権を譲らず、8点 
差で腺利した。 

長崎社中スロー オフから始まった。先制は、 h ヨタ祕織海道のステップ 
シュートであった。その後も吳と鶴田の鮮やかなコンビネーシヨンなどで日 
連取、前半10分で7対]と大きくリードずる。前半中盤長崎社中は、中村 
のカットインなどで2連取、 GK 古田の好キーピングもあり、点差を詰めて 
いく。終盤、追い上げる長崎社中に我慢の時間が続いたトヨタ祐織であった 
が、序盤のリードを保ち前半13が6、7点;差で巧り返した。 

後半トヨタ祝織 GK 谷川を中むとする堅いディフてンスに巧し、長崎社中 
はミスを重ね、連取を許してしまラ。長崎社中は後半終盤、退場者を出ず卜 
ヨタ彷織に岩尾のミドルシュートなどで粘りを見せるも追いつくことができ 
ず、軍配はトヨタお織に上がった。連戦を戦いおいた両チームの健闘を称え 
たい。 

♦み勝 

HC 和歌山32 (1 0 - 13、12 - 9、5 - 3、0 - 2、2 - 1、3 - 2) 30 FOG 

前回王者の FOG に、 HC 和歌山が挑む形となった男子決勝は、 FOG がポ 
ストプし一で先制し幕を開けた。巧盤、互いの攻撃をしのぐ中、 HC 和歌山 
を松が速攻を立て続けに決ゆチームを勢いづけた。その安松が9分過ぎに退 
場する間に、 FOG は佐藤のミドルシュートや德田のサイド攻撃などで着実に 
得点を重ねてリードする。食い下がる HC 和歌山は本田やを松のサイド攻撃 
や速攻で4連取して追いつくが、再び退塌者を出すと FOG に得点を決めら 
れ引き離された。 

後半開始から FOG は佐藤と/」、川雄が立て続けに得点を奪い、さらにリー 
ドをにげた。8分すぎに FOG が退場者を出すと、 HC 和歌山は漏川、榮らが 
産攻、ミドルシュートを決ゆて驚異的な追い上げを見せ、29分を松が 7 mT 
を巧め遂に FOG を捉え、延長隙に持ち込んだ。 

延長は両チーム激しく点を取り合う中、 FOG は手痛い退場者を出し、そこ 
を HC 和歌山本田がサイドを突き2連取。勝負あったかに思われた延長懐半、 
今度は HC 和歌山に退場者が出て、 FOG が最大の好磯を得た。 FOG は德田 
がサイドシュートをミまめてあと]点に詰め寄るが、 HC 和歌山必死の守りに 
ゴールが遠い。ラスト1日秒、 FOG は最後の攻撃で小川雄が起死回生の同点 
弾。試合は第二延長に实入した。第二延長も両チーム意地のぶつかりをいで 
得点を奪い合うが、第二延長後半 HC 和歌山は宮元、水井がシュートを決め 
て熱戦に終止巧を巧った。 HC 和歌山は前回大会の決勝進出チームを華決勝、 
決勝と次々撃破し初の栄冠を手にした。 


♦3 位み定戦 

那覇西クラブ21(8 — 8、 13-11) 19 GETS 

試合は、那覇西クラブがシーソーゲームを制し、銅 
イダルを手にした。 

前半1分、那覇西クラブ新崎の芸術的なロングシュー 
卜を巧切りに、前半己かまでに4対0とリードする。 
がする GET ’ S は、矢野のデイフてンスからの素早い 
速攻などで応戦し、26分にはこの訪合初かての逆転。 
前半8対8同点と緊張感'溢れる中、前半が終了した。 

後半も、一進一退の競り合いが続き、前半よりも更 
にスピード感の増した、白熟したゲームが展開される。 
GET " S 陣崎の気迫あふれるボストシュー f -などで終始 
リードを守るが、後半24か那覇西クラブは儀間のサイ 
ドシュートで逆転すると、ずぐに GET " S 中村のサイ 
ドシュートで同点と接戦が続く。28分には那覇西クラ 
ブ德間がカットインで GET " S 矢野の退場 7 m を誘い、 
那覇西クラブ佐义川が落ち着いてみめ、それが決勝点 
となり21が19で那覇西クラブが粘る GET " S に勝利 
した。 

♦決勝 

香 JII 銀巧 T‘H 29 (14-5、 15-9) 14 HC 和歌山 

前回大会の再現となった女子決勝は、 DF からの速攻 
で得点を積み重ねた香川銀行が、29対1斗で勝利し、 
9年連続の優勝を飾った。 

前半立ち上がり、 HC 和歌山が長尾の速攻で先制する。 
香川銀行もすぐさま藤井の速攻で同点に追いつく。き 
川銀行の退場をきっかけに HC 和歌山は村坂、巧中で 
連取し、主導権を握ったかに見えたが、 ] 2分に香川銀 
巧が TO をとると、そこから一気に流れをつかみ 、 DF 
から筑後の速な、國ホのカットインなどで11連取し、 
]4が5で折り返した。 

後半、 HC 和歌山も中がを起点としながら速いパス回 
しや、東のポストシュートなどで反撃を試みる。しかし、 
香川銀行も最後まで集中した DF で HC 和惑:山の得点を 
抑え、逆に重信、荒木、射矢などで着実に得点した香 
川銀行が2目対14で勝利した。 
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キヨー レオピン W 


巧3類医巧品] 


«販売を》 

レホピンファイブ W 



庫で(製霖補な芸な 

http://www.wakunagaxo.jp/ 


おな巧巧のお Rg いをわせ 
(ほ話料無料） 


0120 - 39- 0971 

受付時間9:00〜12:00‘13:00〜17:00 (±曰巧曰を除 <) 
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あと一乂だ 
誠！！ 


団体活動中の事故/を復中の事故 

dSA 平成27年4月1日午前0時か目平成28年3月31日午を12時まで 
伸込受付は平成27年3月かが 

掛金り人年額80日円〜111000円)は、活動内を年齡によって 
ご退がいただく加入区分ごとに異なりまず。 

©大人(高校まな上)のスポーツ活動を補僧する C 区分は1,850円 

補償内容は、加入区分によって觀よります。詳しくは、ホ-ムページなどをご賣くだをい。 


でも、もしもの径我にも 

む強いスポーツ安を巧巧 

をどうぞ 


インターネットか5も加入受付を行つておりまず。詳しくは、ホームぺージをご覧くださし、。 


V 

ホ誦公な財団法人スポーツま全協を 

〒の 5-0003 東を都港区西新橋 1-6-11 西新橋光がビル8階 TEL 03-5510-0022 


三^,聋かせて巧む 




5をな上の団巧•グ JI /- 巧 
@ ご如入< ださい。 


携巧違なから貨跨請巧びでさまず。 
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撮終順恼 

【男モ】 

優聴：日本体育大学 A 
準優滕： M 」 クラブ 

3位：東海 Weeds ! •日本体育大学目 
枚子】 

優腺：日本体育大学 
準優勝 ： SHINE 

3 位：東'海 Weeds ! •ハミングパ'-ド 


大会を振り返り 


1 (公財）日本 ハンドボール 協会普及部 
ビーチ ハンド ボール霉門を長会 

沖本哲郎 


昨年の大会に引き統き、8月22日、23日の晴天の2日間、愛知 
県南知多町小研海岸の特設コートにて男子6チーム、女子4チーム 
を集めて大会を開催しました。 

今年は、初めて ピーチハンドボールを す る チームが1チームのみ 
だったため、よりハイレベルの試合が巧われました。しかしながら 
初参戰した新日鐵住金名古廣も通常のハンドボールの経験と対応力 
の高さで、すぐにビーチハンドボールの特性を理娟し離合し、チ選 
リーグ を 2化で迴過できたので今後の活躍にも期待ができます。ビ 
—チ ハン ドボール経験者が多い チーム とそうでないチームでは、身 
体能力としては同じくらいだったとしてもビーチハンドボールの特 
性ををかしきれるかが結果に結びついていたと実感しました。 

決勝戦は巧女ともにショットアウトまでもつれ上位チームの力の 
差はほとんどなくどこのチームカ S 履勝してもおかしくないと感じま 
した。試合の結果および成蹟に関しましては則紙を参照ください。 

昨年同様に審判の育成も兼ねて愛知県協会に所属する審判員数あ 
に泣を吹いてもらいました。通常のハンドボールだけでなく、ビ— 
チハンドボールの審判としても十分に笛を吹けるくらいにまで成長 
できていると感じました。今後も選手への皆なだけでなく、審判貝 
へも普奴活動を巧い、競技人 U の増加とともに、審判を増やしてい 
きたいと思います。 

運啓に関しましては、昨年の反省を元に、人手不足を觸決するた 
めじ地元の先まおじご協力していただけるよう働きかけ、準備や片 
づけをメインにご協力いただけたことに感謝しております。 

今回は参加チームがみなかったため、1コートで試合を消化する 
ことができ多くのスタッフを必要としませんでした力ぶ、今後開催す 
る場合じはもっと多くの人員が確保できるようにしていかなければ 
ならないと感じました。 

最後になりましたが、南知多町様、内海観化協会様には、海科ま 
基より備品を貨し出していをだきましたことに感謝いたします。株 
式会社モルテン様には、試な巧を提供していただきありがとうござ 
いました。お鉄観光サービス様には締め切りギリギリまで宿沿人数 
の変更に対応していただいたことじ感謝いたします。内海の化内様、 
内田樣には何度も大会開懼に向けて巧ち合わせや事前準備にご尽力 
していただきましたことを非常に感謝しております。また、今大会 
でも地元のを業樣のご厚意で揣費していただいたことじうれしく思 
います。 

日本ハンドボール協会の山本繁参事、愛知県ハンドボール協会新 
貝会長はじめ多くの関係おじお趨しいただき、まことにありがとう 
ございました。たまたま通りかかったハンドボール関陈者の方に立 
ち寄っていただき声を掛けていただきましたが、まだまだ知名度の 
祗いスポーツです。地元ケーブルテレビでの放送だけでなく、もっ 
ともっと多く PR していかないといけないと実感しました。 

大会運営に協力していただきました、東海 Weeds ! の皆様には屯、 
より感漸申し上げます。 



【男子】 

■準ミ夹腮 

日本体ち大を A 2 (18 — 12、18 —16) 0日ホ体ち大学 B 

経験者を多く含む A チームと今年からビーチ八ンドボールを始めた B 
チームとの職い。1セット目、 A チームがディフェンス、オフェンスとも 
に経験の差を見せつけ B チームを圧倒、巳チームは宮野入にボールを集 
め奮闆するも A チームの勝利。後半、 B チームはマークが集中しないよ 
うボールを回しどこからでも点が入るようになった、しかし、 A チーム 
のか川の連続得点により1ホなばず2セット目も A チームの勝利となっ 
た。 

MJ クラブ2 (24-20、12-14、8 - 6) 1ま;’毎 Weeds ! 

愛知県同±で何回も試合をやっているため、お互い手の内は分かって 
おり、1セット目、一進一退の攻防となったが M 」 クラブが勝利。2セッ 
卜目は、両チームともディフェンス、キーパーが;'舌躍し口ースコアの展 
開となったが、東海 Weeds ! が勝利。ショットアウトでは、先攻の MJ 
クラブの2人目度坂のシュートをキーパーがセーブ、東海 Weeds !3 人 
目高橋が]点取れば勝ちとなったが、キーバーの好セーブによりサドン 
デスにもつれ込んだ。東海 Weeds 旧人目高橋のシュートは、またもキー 
ノで一の好セーブにより MJ クラブの滕利となった。 

■ミ夫滕 

日本体育大学 A 2 (22- 16、 22 — 24、 8 — 4) 1 MJ クラブ 

1セット目、お互いにキーパーシュート、ピルエットシュートで点の取 
り合いとなった。終盤、日本体育大字 A がリードずるとそのまま逃げ切 
り勝利。2セット目、追い込まれた MJ クラブはシーソーゲームの末、勝 
利しショットアウトへ。日本体育大学 A が1人目ル川のシュートが止め 
られるも、 M 」 クラブの2人目度あ、斗人目金田のシュートをキーパー奥 
野のがセーブで日本体育大学 A の優勝が決まった。 

【女子】 

■準ミ央勝 

SHINE 艺 (10-6、 19-3) 0 A ミングバード 

1セット目は両チームともに点が決まらず口ースコアとなった。シュ 
ート数はほぼ同じだったが、2点シュートを多くみめることができた 
SHINE の勝利となった。2セット目はハミングバードの攻撃がことごと 
く押さえられ、逆に SHINE は2点シュートを積み重ね、2セット目も 
SHINE の勝利となった。 

日本体育大学2 (18—11、 13-6) 0東ミ毎 Weeds ! 

1セット目、日本体育大学は中谷、谷川が2点シュートで得点を重ね 
るも東海 Weeds ! は河合を中ムに1点ずつ積み上げていく作戰。シュー 
卜数こそ同じであったが、2点シュートを多く決めた日本体育大学の勝利。 
2セット目も日本体育大学の2点シュートが確実に決まり、東海 Weeds ! 
を大きく巧き放して臘利した。 

■巧勝 

日本体育大学2 (12— 14、 14— 12、 5-2) 1 SHINE 

1セット目、お互い2点シュートで点を巧りをうも最後は SHINE の 
粘り勝ち。2セット目、 SHINE は望ち、日本体育大学は佐々木にボール 
力 《 集まり得点を重ねる。日本体育大学は磯が2回目の退場で失格となり S 
ディフェンスの中むを失うも残りのゾンバーでカバーし何とか日本体育 
大学が滕利し、決着はショットアウトへ。日本体育大学先攻で始まり、] 
人目の時、 SHINE キーパーに入った望月がカット狙いに巧くもオフェン 
スと接触し退場となる。その禮、 SHINE は1人目、2人目、4人目のシ 
ュートを日本体育大学キーパーを田がセーブ。日本体育大学は、谷川、 
杳掛、佐々木が確実にシュートを決ゆ、日本イ本育大学の優勝となった。 
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男子優勝 曰本体育大学 A 女子優勝 曰本体育大学 


曰 本体育大学 A 會田隆介 

私たち日本体育大学 A チームは今回の大会を通じてビーチ ハン 
ドボールの楽しさや雜しさ、そして奥裸さを身をもって体験する 
ことができました。 

第一に感じたことは体育館で行うハンドボールとの違いでし 
た。今回のチームにはビーチハンドボールを初めて行うという人 
もいたため、ルールの難しさなどにも苦しめられる部分もありま 
した。しかし試合を重ねるごとにビーチハンドボ' —ルのルールを 
理解することができ、全力でプレーすることができふから楽しむ 
ことができました。 

それとともにビーチハンドボールの奥深さを知ることもできま 
した。口本体育大学 A チームにも初ん者がいましたが、ビーチハ 
ンドボール日本巧表経験者もいたため、ルールは I 弔解しているつ 
もりでしたが、今回の大会で改めて、その奥深さを知ることがで 
きたと思っています。側えばシヨットアウトまでもつれ込んだ時 
のキーパーとシューターとの駆け引き、デイフェンスをしている 
ときのどこで勝負をするかなどです。 

ビーチハンドボールの技術的な部分ももちろんですが、今回の 
大会で同じビーチ 八ン ドボールをする様々な人との巧流を持つこ 
とができました。現がではハンドボール、ビーチハンドポールと 
もに競技人口が少ないです。今回の大会を通じて、極たちが感じ 
たビーチハンドボールの楽しさ、難しさ、奥深さをより多くの人 
たちに知ってもらい、日本のハンドボール、ビーチハンドボール 
の発展に貢献していきたいと思います。 

また、自分たちがビーチハンドボールをプレーするにあたって、 
を蠕準備や大会の運営などを巧っていただいた関係者の方々や大 
会のサポートをしてくださった南知多町の方々に感謝の気持ちで 
いっぱいです。ビーチスポーツが盛んで多くの人と舰れ合うこと 
ができ、人柄もあたたかい南知多町はすばらしい町でした。 



曰本体育大学女子コーチ山本沙貴 

はじめに、第17回全日本ビーチハンドボール選手権大会の開 
催にあたり、運営をして頂いた日本ハンドボール協会、ビーチハ 
ンドボール委員会及び、愛知県ハンドボール協会、運當補助員の 
皆様方にふより感謝申し上げます。 

今大会を迎えるにあたり、ビーチハンドボール特有の2得点 
となる「ピルエットシュート」の強化を目標に練習を巧いました。 
2年に1度、 OCA 〔アジアオリンピック評識会）による r アジア 
ビーチゲームズ」が行われますが、昨年度タイのプーケットにて 
閒催された第4回大会に出場し痛感した事は、ピルエットシュー 
卜の確実性でした。結果として日本は10チーム中日位でしたが、 

1二位チームのタイ、台湾、ぺトナムはピルエットシュートを確実 
に打ち込める選をが多くいました。本大舎と、8巧8日〜9日 
に下葉県で行われた「第19 1巧ビーチハンドフェスタ富浦さざ波 
大会」に参加し、ピルエットシュートを果敢に挑戦しましたが、 
シュートミスや着地、ラインクロスが課題となる結果となりまし 
た。 

1セット10かで試合が巧われる中、女子の攻擊回数は国内大 
会の場合1日回程度になります。2点シュートの確実性が高けれ 
ば高い程、簡単にセットを取ることが出来ますが、試合の流れに 
よっては1点を確実に取りにだく時間帯もぶ、要になると考えら 
れます。常にオフェンスが4人、ディフ卫ンスが3人の4が3 
なので、ディフェンスは当然ながら2点を強く守りに巧きます。 
オフェンス側は確実に1人フリーになるので、1点を着実に積み 
上げていくのも戦術となる事もあります。また、ビーチ ハン ドボー 
ルは2セット制の為、1セットを取る事によって、もう1セッ 
卜を落としても シヨ ットアウト（ゴールキーパーの スローからワ 
ンマン速攻でのシュート勝負）に持ち込む事がが来ます。 

今大会、日本体育大学がアベック優腮となりましたが、ビーチ 
ハンドボールの面白さをより多くの方に知ってもう為にも、日本 
体育大学男女巧々、ますますの普及発展の為に今後とも盛り上げ 
て行きたいと思います。 

最禮になりましたが、今 
大会開催の為にご尽力い 
ただきました関係者の皆 
樣、厚く御礼を中し上げ 
ます。ありがとうござい 
ました。 
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ラグビーの 勇気見嚮おう 


2020柬京オリンピック•パラリンピックを巡る騒動 
はどのような決着を見るのだろうか、気になるところだ。 
それはさておき、ハンドボール界としては、その前年に 
開かれる女子の I け界選手権がどのようにファンや世間に 
アピールするかが気になるところである。というのも、 
同じかに行われるラダビー W 杯とどうしても比較され 
るからだ。 

そのラグビー、现時点では悔しいながら一歩リードさ 
れていると言わざるを得ない。9月から10巧にかけて 
インダランドでの W 杯‘で歴史1'1勺勝利を萃げた。初戦の 
強豪、過去2度も傻勝している南アを相手に劇的な逆転 
勝利をやってのけただけに、^デイアも放ってはいない。 
あれだけ新聞やテレビで報道されると、否が応でも、関 
，こ、のない人たちでも目に入り「ラダビーはすごいじゃな 
いか」と言うことになる。 

それに引き替えハンドボールのアピール度はどうだ 
ろうか 。 i 日巧のリオお輪女子アジア予選も開幕前には 
それほど話題にはならなかった。プロ野球审サッカ ー J 
リーグがシーズン終盤を迎え、国体も關催され、そちら 
(こ目がいってしまったと昔っていいだろう。 

帖界選-を権に携わる関係者は準備に多忙を極めている 
と想像くされるが、情報発信があまりにも少ない。これで 
は闡ムを集めようにも集まらない。勝败はともかく 「日 
本に世巧の強冀、スーパースターが集結する」この機会 
は、ハンドボールを盛り上げるまたとないチャンスであ 
る。これを逃す手はないと思うのだろ i '、 どうだろうか。 
もっともっとを火会が開かれる場を含めて、情報発信を 
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して世間の注目を集める努力が必耍ではなかろう为\> 

そうした中、今回の國巧はもとより化界を驱け巡った 
ラダビーの24年ぶりの劇的な勝利は、実に驚きという 
しかあるまい。しかも「よくぞ」と感ムしたのが、同点 
に追いつくペナルティーキック選択でなく、あくまでも 
逆転狙ったトライだったことだ。ラストワンプレーじ赌 
けた遵気ある決断だった。 

2012年に就任した胜界的な名声がある指揮官は、歴 
巧を変える明確な目標を定めた。合情では早朝から1 S 
3度の練習を課し、鍛え.1::げた。さらに刻々化況が'靈わ 
る試合では、指邱官のお示だけでなく、選手の刊断力養 
成に重点 II 勺に取り組んだ。選手間での問題意識の共有だ。 
体力•体略差を迎めるための、日本人の特徴を前面に「強 
み」を築いた。言い訳でなく、もし敗れたとしても胸を 
張れる"戦う集团"で勝負を挑んだことが、新しい陋巧 
を作ったのだろう。 

ハンドボール巧も駐習う点はをい。奇跡を起こした 
フィフティーンに負けず、新たな歴おづくりじ何をすべ 
きか一協会挙げて模索したいものである。 



HB 3000巧定球3ち 

HB 2000 巧定巧2ち盾邸の攝园 

•手縫い-人工皮革-パキスタン製-推装内圧0.310 kgf / cm 2 








第 23 回 

曰•韓•中ジュニア亥流轰ま巧を 
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韓国 
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日本 


4位 

中国 


機お巧船木浩久僅图窩体巧寄 P 3 部を異掠 

本競技会は、19日3年日本の福島県で第1回大会が輔催さ 
れ、今回で23回目となりました。今回は韓国•済州特別自 
治道において8巧23日（日）から29日(±)まで開催さ 
れました。日本選手団は11競技に242を、ハンドボール 
競技からは全園から疆抜した選手28名、全国高体連専門部 
から役員日名の33名が参カロしました。 

8月22日（王）午後、男女別に直前合宿会場からま横ィ 
ン中部国際空港本館オレンジサイドに移動し、夕方、指導者 
ミーティングがあり支給物品受取並びに明日からの行動等に 
ついての 連絡がありました。 

8月23日〔曰）ホテルを出発し、中部国際空港から済州 
国際空港へ空港から宿泊先の SKYPAR HOTEL までバスで移 
動しました。夕食後ミーティングを行い韓国での過ごし方. 
注意事巧等の確認をしました。 

8月24日（月）午前、競ち会場となる Hallim 体育館に移 
動し練習しました。午後、巧州特別自治道体育会館にて代表 
者会議-競技別指導者ミーティングが行われ、翌日からの試 
含方法 •ユニフオーム 等の確認がありました。夕方、 Halla 
体育館で開会が、各国団長の挨搂、各固選手代表による宣誓 
がありました。オープニングと エン ディングの国立チェジュ 
民族舞踊団觀迎の舞は素晴らしいものでした。 

8 月 2 日日〔火）からの試合は、 Hallim が育館を会場に日本’ 
韓国〔韓国1位）-中国（中固1位）に開催地チーム〔実際 
は男女とも韓国2位チーム、男子 ハンナン 高校、女ず イン チョ 
ン 高校）を加え4チームの総当たりで巧われました。男女 
とも一日目の韓国には負けました。二日目の開催地に女子は 
惜敗しましたが、男デは見事な逆転勝ちでした。 S 日目の中 
国には、男女とも快勝でした。成績は女子1勝2敗で3位、 
男子2勝1敗で2位に終わりました。なお、試を結果詳細 
について は、監督•選手から別途報をがあるので省略します。 


28日（金）は、早朝から文化行事 〔Olympic day Run ) に 




参加し、海沿いを4 km 程歩き,こ、地よい汗を搔きました。そ 
の後、文化探訪〔バス移動中に朗食）でユネスコ巧巧遺産の 
日出峯に、火山跡と海、絶景でした。ホテルで昼食後 Halla 
体育館でフレンドシップ交流会が開催されました。開催地ボ 
ランティアのが画により、3ヶ国選手巧による人文字で五輪 
マークなどを完成させ交流を裸めました。終了後は繁華街等 
でそれぞれの時間を過ごしていたようです。 

29日（止）開、ホテルを出発し、済州国際空港から中部 
国際空港へ昼過ぎに帰国しました。 

今回、日本代表として参加した選于達は、男子、北中弘規 
監督-黒島宣昭コーチ、女子、本旧眞吾監督’中山学コーチ 
指導のもと、如何に戦う集団になれるか、限られた短い時間 
の中で戦術や個人の役割等を確認しました。同じ目標に向 
かって練習することによって、短い期間でまとまりのある集 
巧になってくれました。成績は残念な結果となりましたが、 
日本代表として恥ずかしくない戦いをしてくれたと思ってい 
ます。今回も感じましたが、韓国の技術の窩さ、体幹の強さ 
は見習う必要があり、中国の大型化にも対応していかなけれ 
ばなりません。男女とも日本なりの強化がそして、アウエー 
の苗にも負けない精神的な強さが必要だと感じました。来年 
の中国開催に向け、結果が残せるように今後取り組/レでいき 
ます。選手は、この貴重な国際大会の経験を活かし、次の舞 
台で活躍してくれることを期待します。 

大会の参加に際しては、4月に大阪での選考会、8月20 
日から2泪3日で男子は大同大学体育館にて、大同大学. 
愛知高校選抜‘と直前合宿、女ではトヨタ車体吉原 J ：± 易体育館 
にて、かな大学-東海学園大学*大问大学と直前合宿を巧い 
ました。 

最後になりましたが、直前合宿の会場を提供して頂きまし 
た大同大学-トヨタ車体吉原工場、並びに、選手を派遣頂い 
た各校の監督そして多大なるご支提とご協力を嗎りました閱 
係機関の皆様にムから感謝を申し上げます。今後とも、全国 
高体連活動へのご理解とこ''支援をお願いしまして大会参加報 
告と致します。 









男子 チー 么疆答 jfc 中 (石 W 県な巧星宮校） 

今年度の選手麗考会は、4月18日（±)〜19目〔日） 
大阪府がホ家原大地体育踞において行われました。大阪府高 
体連専門部の方々にご協力を頂き、各ブロックより推薦を受 
けた男子3日名の参舶となりました。体力測定-ゲーム•面 
摆を通して、各ポジションの専門的技術-スピード*取り組 
む婪勢等を考慮し、選考委員の岩本明（浦和学院)、飯田-‘ 
郎（近江兄弟)、佐々木昌弘（近畿常任委員)、酒井信幸（高 
{本連強化部)、北中の日名で代表還手14名を選ちしました。 

事前合做ま、8月20日（木）〜22日は）に大同大学 
(イ 左藤壮-が先生）のご厚意で組むことができました。また、 
21円（金）の午後には、国体了'選を終えたばかりの愛が選 
抜 GII 瀬秀-一化生）も参加して頂きました。合宿は、高村誠 
一（前大同特殊鋼監督)、が藤諭志（高体連東海ブロック長） 
様からの激励を頂き、日本代表としてのム構え、ディフェン 
スシステム、チームのための個々の課題等を確認しました。 
個々の適性（ポジション）を探りながら、本番さながらの当 
たりの激しい練習試合を繰り返し経験させて頂きました。 

■ 8 月25日 （火） 

日本25 (12 - 23. 13 - 12) 35韓国（第一高等学校） 

初戟は、ユースメンバー3名を有する韓国第1位の第一 
高等学校との対戦。立ち上がりは、緊張のためかイージーミ 
スで速攻等を許し、本来のペースを捆むことができず關始目 
分で7点速取され、流れに乗れない展開となった。山田(愛知） 
のポストシュートが決まり1が8。げ藤（四円巿エ）のミドル、 
i 橋（愛知）のスタンディンダが決まるが、1日分で4対目。 
思わずタイムアウトを請求。その後、橋本（香川中央）の活 
躍もあり、1日分過ぎから本来の動きを取り戻すが、が半じ 
対23で11点のリードを許してしまった。タイムアウト時 
にディフェンスシステムを変えようか迷ってしまったことを 
反省し、後半は目：日ディフェンスで対応することを確認し 
て壁をつないだ。木本（神戸国際）を中んに山田、片岡（がも 
山学院）に3枚目を化せ、粘り強く守ってからの速攻の展 
開もできてきた。が藤、橋本そしてを井（高知中央）らが果 
敢に攻めてくれたが、前半の差を縮めるこどができないまま 
終了した。ベンチの判断ミスであった悔しい敗戦となった。 


しかし、後半は良い型になってきたので次の試合への確認が 
でさた。 

【得点】が藤-橋本9、±橋3、安井•山田2 

■ 8 月26日 诚） 

日本32 (16 — 20、16 - 11) 31 '済 州（南漢 高等ぎ 枝） 

1円目のに省から、ミーティング通り6 : 0ディフェンス 
でがおする。±橋の化取点、橋本のミドルシュートでいいス 
タートを切ることができた。しかし、韓国のスピード豊かな 
1お1や L : 手いポストプレーを路めての攻撃であっさり逆幅 
され、12分には4巧9と昨日の敗戦がよみがえったが、こ 
の日の選手たちには気迫が感じられた。ド柳(化陽）の2速取、 
1;橋から池本（偕成）へのスカイプレーも決まり、コート- 
べンチが- •つになる瞬間もあった。その後も一進一退の攻防 
が続き、4点リードされての扩「りおしとなった。後半も機能 
していたディフェンスシステムをな/レとか粘り強く守ってい 
けばおず勝利できる、と黒島宣昭（興南高校）コーチの擲に 
奮起してチームは後半のスタートを切った。得点力のある橋 
本、伊藤にボールを集め、彼らにマークがきつくなる場面で 
を井、池本、山田らにボールを回して得点を举げる展開となっ 
た。前半はタイミングが取れなかった GK 陣もリズムを取り 
戻し、前田（潜北）のファインセーブも連発した。後半2日 
分に28巧28と追いつき、その後7分間無得点に抑え、ラ 
スト2分31対 Z 9 とした時は、久しぶりに韓国からの勝利 
を確信した。後半、退場者（日人）も多く出したが、選了-た 
ちは最後まで誦めず粘り強く守ってくれました。 

【得点】橋本11、伊藤6、安井•池本3、±橋•下柳2、片岡 • 
山田. ブルース 1 

■ 8 月 27 日（木） 

日本29 (14- 12、15 - じ） 25中国 

最終戦は、高さとパワーがあり個々の能力の高い選手をそ 
ろえる中国とのが戰。日本はどれだけずれるかがポイントと 
なるゲームが予想された。 

韓国戦で目： 0ディフェンスが機能してきたので、今日も 
それらを確認した。立ち上がり12〜 13 m からの強烈な口 
ンダシュートで度肝を抜かれたが、伊藤、橋本、止橋のバッ 
クプレーヤー降が対抗する。木本、片岡を中ムとする堅実な 
ディフェンスから、池本、橋本、片岡らが速攻で確実に決め 
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第巧陽□•攘•中ジュニア交流結巧を 


るミスの少ない試合運びを展開した。しかし、パワーを誇る 
長身選手に対応が遅れ、いとも簡単に巧ち抜かれ、前半をな 
んとか2点差リードで扩 r り返すことができた。中国チーム 
の強烈なロングシュートに対応する為に、ディフ i ンスライ 
ンを7〜8 m のやや高めに引き、巨漢のポストへは意識し 
過ぎずパスコースを潰すよう指示、確認した。 GK の堅守に 
も助けられ、ディフェンスからリズムが化てきた CP 陣も橋 
本のスピード溢れるプレー、伊藤のミドル、脚部（学校石川）、 
上橋、池本、そしてパワフルシューターま井もズテップシュー 
卜などがことごとく決まった。今回得点に磐がらなかった選 
手（木本、早船く洛化 >) もディフてンスでは頑張ってくれ、 
4点差で快勝することができた。とてもハードな戦いであっ 
たが 、 GK (柴田く近江兄弟>、前田）を中ふに最後まで粘り 
強く守り、全員が--致閒結した感のある勝和であった。 

【得点】 橋 本 10、池 本 5、±橋4、伊藤•阿部3、片岡 • 

を井2 

最後に、選手全員が韓国-中国還手とのが戦を経験するこ 
とができました。また、韓国の文化にも邮!れる機会を持つこ 
とができたのも、彼らの人生の大きな経験値となり、次のス 
テージでより■眉活躍することを楽しみにして回顧としま 
す。選考会費用•合宿費用をご負担頂き、大会斯間中は韓国 
まで応援 i こ駆けつけてくださいましたな譜者の方々、毎年選 
考会を開催して頂いています大阪高体連の方々、火同大学の 
佐藤化生を始め西インカレ終了直後にも関わらずお相手頂い 
た大学生の方な、急なお願いにも快く承諾して頂いた愛如選 
抜の川瀬化生、競技会に向け携わって頂いたハンドボール關 
係者の皆様方に この 場をお借りしまして感謝中し上げます。 
有り難うございました。 

男テチームま将木本惇貴（神戸国際大学附属高做 

この度、韓国 • 済州で行われた日韓中ジュニア交流競技会 
に日本代表として参加させていただきました。この大会で私 
はキャプテンとしてチームをまとめることを重要視し実践し 
ました。 

開催地選抜（仁川）の試含時は、タイムがかかったら円を 
作り情報交換をしたり、プレイ中であってもお互いに声を掛 
け合ったりと、とてもいい雰囲気でプレイできていました。 
前日の韓国戦ではミスが多く、会話も少なくチームがバラパ 
ラの状態でした。その反省として違った環境でハンドボール 
をしてきたメンバーを数日で調整し、それぞれの良さを引き 
||上||すためには コミュニケーシ3 ンをとりチームを一つにまと 
めることが大切だと思いました。その甲斐があって後半1己 
分ほどまで4点差で負けていましたが、みんなで声を掛け 
合い、守って相手に点を許さず追いつき後半2日分には勝ち 
越して32が31で勝利を収める事ができました。翌日の中 
国戦も勝利し日本は2位という結果を残しました。この大 
会を振り返ってみると改めてチームワ ーク、コミュニケー 
シ ヨンの大切さを感じました。短い時間でありましたが、そ 
の中で多くの コミュニケ ー シヨ ンを取れた事が2位という 
結果に結びついた要因だと思います。1位をとれなかったの 



は悔しいけれども、それ^ツ h に貴重な体験をさせていただき 
ました。この大会で学んだ事をこれからの自分のハンドボー 
ル人生に巧かして巧くと共に、監督の」ヒ中先生、コーチの黒 
島先生、ならびにこの大会に携わってくださったすべての 
方々(こ感謝します。本当にありがとうございました。 

男子チーム柴田康平（近江なまな高校） 

8巧2日日に各地域から愛知の大同大学に集まり、大学生 
の方々と試合をさせていただきました。初めは連携があわず 
苦戦しましたが、少しずつなくなって、韓国へ向かいました。 
23日の韓国戦では、韓国の早いフェイントに日本の 3-2-1 
デイフェンスは通用せず、前半だけでかなりの点差が開いて 
しまいました。韓国のハンドボールのレベルの高さに驚きま 
した。後半は 6-0 デイフてンスを巧って韓国チームにが抗し 
ました。このデイフェンスは機能し、韓国のチームからの攻 
撃を防ぐことに成功しました。徐々に日本も点数を取り出し、 
をい流れを形作れました。韓国に迫る時間帯もありました 
が、最後は韓国に逃げきられてしまいました。24日は、韓 
国の地元の済州高校と試合をさせていただきました。この試 
合で負けてしまうと、日本は2位な下が決定してしまいます。 
試合のスタートから皆、勝ちへの意識が高く、済州選抜にリー 
ドを許してしまう場面もありましたが、最後は逆転して逃げ 
切りで勝利することができました。2日日、このメンバーで 
試合をするのはこの日で最後でした。相手は中国で、これに 
勝てば2位が決定でした。この試合は、今までのどの試合 
よりもチームの雰囲気が良く、結果、オフェンスやデ.イフェ 
ンスの連携もよく機能し、中国にリードを許すことなく、勝 
利を収めることができました。 

約2週間だけのチームでしたが、とても良い経験ができ 
ました。海外のレベルの高さを肌に感じ、自分がまだまだ未 
熟だと良くわかりました。大学でもっと練習をして技術を磨 
き、世巧に通用するレベルになりたいという気持ちが强くな 
りました。このメンパーで試合をすることはもうないかもし 
れませんが、次は、大学でライバルとなって試合ができるこ 
とを楽しみにし、更にトレーニングに励みます。この2週間、 
気持ちよく、楽しく試合ができたのは、私達選手団を指導し 
てくださった先生方や、韓国の通訳さんや、本部役員の方々 
のおかげでした。本当にありがとうございました。 
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第 23 回日•轉，かジュニアを流就巧を 


女子 チーム 監臂 本 田 眞吾 (神を; II 県立上鶴間高校） 

第の回日•韓-中 Jr . 交流競技会に際し、選手選ち会を 
本年度4お18日〔±)、1目日〔口）に行いました。参加人 
数男子33名、女子3日名を対象とし、体力測定が接、基本 
技能、ゲームを行い、各14をを選ちさせていただきました。 
選考に当たりご理解、ご協力いただまました各学校の顧問の 
先生方、大阪高体連専門部佐々木委員長他、多くの専門部の 
先生方、選考にあたられた選考委員のを生方には厚くお礼申 
しあげます。 

8月20日〔木）から22日〔±)で、愛知県豊出!市トヨ 
夕車体吉‘原エ墙体育で直前の合宿を巧い調整いたしました。 
合宿では中京大学村上化生、東海学園大学斉藤先生、大同大 
学斉藤先生、そして、トヨタ車体の渡辺さんには会場-使巧や 
その他多くのご協力を頂き、大変お世話になりふより感謝申 
し上げます。 

合宿では今大会を全員体制で臨むため、14あを2チーム 
体制とし、それぞれ特徴のあるチームとして、練習試合を通 
してチーム作りを行いました。特に傷害もなく無事合宿を終 
え、23日（日）の夕刻開催地韓国済州島に入りました。勝 
敗な外に多くの経験を積むことができた選手達にとっては今 
後のハンドボール人生に大きな影響をもたらず大会になった 
ことと思います。 

■ 8 月 25 日 （火） 

日本 懼掀 27(13 - 17、 14-16)33 韓国 願池情報産業高校） 

日本のス U —オフから始まり、両チームともに硬さが目 
立った。開始1分半に韓国のセンタープレーヤーのカット 
インで谷が警告を受ける。その2分後±居が警告、7分には 
柴崎に警苦が与えられこの時点で3枚出そろう。それでも、 
開始10分で3が4と 1点差で韓国リード。そこからお互 
いリズムに乗り始めた観はあったが、前半は13が17と4 
点差でノ、ー フタイムとなった。 

後半に向けて気持ちの立て直しとプレーの確認をした。後 
半始まり日分で14が19とされ日点差となる。しかし、こ 
こから韓国のミス、また谷の日点目のミドルシュート 、 GK 
中島の好セーブもあり、徐々に UF から速攻のリズムをつか 
み始める。11分過ぎには2日巧23と3点差 tc ： 迫るち、18 
か過ぎには谷が3回目の退場で失格となる。しかし、何と 
か吉岡の速攻で得点し、20分で24対 ■ 2目と2点差まで食ら 
いついた。しかし、そこから3連取され、 DF 、 日 F とも t こ精 
おを欠き27対33で惜敗した。アウエイでの韓国との試合 
で緊張はあったが、決して引けを取るような戦いではなかっ 
たと思われる。フィジカル、；>< ンタル面での強さ、プレーの 
精度の高さががめられると強く感じた。 

【得点】 ±居•吉岡八谷-馬場4、前田-柴崎2、小川1 

■ 8 月％日 （水） 

日本 懼撤 20(10 -11.10- 11)22 済州(仁 JII business 高做 

昨 H の韓国戦を引きずらないようにメンタル面の調磐を行 
い試合に臨んだ。チームは仁川高等学校、韓国化2が済州 
のチームとして選扳されたようだ。試合は、韓国戦とはメン 
バーを総人れ替えし臨んだ。開始直後3 :1: 2 DF から谷口 


の速攻が決まるが、その後、シュートミスの連続でリズムが 
作れず1日分で4対日となる。済州は日本の DF を攻めあぐ 
ねるも1日分過ぎから得点を重ね20分で日が9と3点差と 
なる。その後、メンバーを入れ替え、2日分で9が10となる。 
お互いミスが多く前半は10が11で終了。 

後半は始まりで追いつくところを、パスミス、シュートミ 
スの連発で目分間得点なし10が13となる。11分に谷の 
ミドルシュートで14が14の同点となるも、それな降8分 
間得点なし、2日かで15巧18となる。そこから馬墙のカッ 
トインシュート、前巧のミドルシっートで食らいつき、残り 
之分で^0対^し作戟タイムを取り勝ちに巧ったが、力足 
りず20がので惜敗した。韓国チームに対して作戦（変則 
DF ) を試みたが、選抜チームでの練習量は時間に制限があり、 
難しいと思われる。が、内容は十分すぎるほどの結果を出せ 
たと考えている。今後に向けて再度挑戦していきたい。 

【得点】谷•馬場-前田4、野間3、谷口 2、小川 • 吉岡- 

石リ11 

■ 8 月 27 日（木） 

日本 懼巧）33 (17 - 10 vl 6 -11) 21 中国 （高等学校選巧） 

試合立ち上がりは互角の戦いだった。中国は長身の姑2 
のポストで得点をあげる。日本は±居のミドルシュートで 
得点。1 日 分で日が日とした。しかし、その後中国は警告、 
退場があり日本が着実に得点を重ね2日分で 1 日利-目とリー 
ド。中国は20分政降1点にとどまり前半17が10で終え 
た。後半、日本は全員出場、全員得-点を目指し臨んだ。中同 
は13分までに10点を挙げ抗戦するも、その後は肖本の DF 
に対して攻めきれず、また、 GK 植のがセーブに阻まれ1点 
止まり、日本は、全員得点で禮半16点を挙げ33対21で 
勝利した。中国チームとの戦いは、今大会では力の差があっ 
た。スピード、パワー、テクニックを考察すると、日本が中 
国を大きく上回っていたと考えている。 

【得点】毛利6、野崎•前田•野間•吉岡4、±居3、石川 I 

谷口 2、小川•谷•馬場-柴崎1 

女テチームま将 前田みのり （四天王寺高校） 

私は、韓国で行われた日韓中ジュニア交流競技会に参加し 
ました。代表メンバーで初めて練習をしたときは、それぞれ 
が自分の得意なプレーをするため、なかなか息が合いません 
でした。しかし、練習していく中で、声を掛け合い自分の考 



な 


— 30 — 







えを伝-えることで、かしずつ息が合うようになりました。 

大会中、韓国-中国-済州の代表チームと対概した中で、 
私は、韓国戦が一巧印象に残っています。試合開始10分で 
警告が3枚も出されてしまい、近い間合いのフェイントが 
得意な韓国のパワーとスピードを体感すると同時に、どんな 
体勢からでもシュートを確実に決めるところが、日本チーム 
との差だと大きく感じました。結果は、目点差で負けました 
が、日本チームの長所である「守って速攻」を生かして、1 
点差まで追いつく場面もありました。そのときは、コートの 
中もペンチも全員が 一つに なって大変盛り上がり、とても楽 
しく感じました。 

いつもは、対戦相手である人たちが同じチームの伸間とし 
て戦うということは、とても良い刺激となり、貴重な経験を 
することができました。短い間でしたが、中山先を、本田先 
生と14人で一つのチームとして職えたことは、私にとって 
大きな財産となりたくさんのことを学ぶことができました。 
この大会を通して学んだことをこれからのハンドボール人生 
に活かしていきたいと思います。この大会に関わった全ての 
方々に感謝し、これからも賴張ります。本当にありがとうご 
ざしました。 

女子チーム谷巽里婚川県窥松商業商等学械 

この度、韓閨で行われた日韓中ジュニア交流競技をに参加 


させて頂き、多くのことを学ばせていただきました。 

今回の大会では自分達の目標とはほど遠く 3位という結 
果となってしまいました。今大会の反省は前半の立ち上がり 
だったと思います。どの試合もが 1 T : チームの流れで始まり日 
本が追いかけるゲーム展開となりました。 D 卜’で足が ih まり 
日本の持ち n 未である速攻もなかなか決まらず苦しい試合ばか 
りでした。自分たちの流れになったときも退場や 7 mT を外 
すなど、自分たちで流れを手放してしまいました。また、ア 
ウエーの厳しさに、チーム自体が集中できていなかった部分 
もありました。これから日本が勝ち上がるうえでこのような 
場面はあると思います。そういった場面でも日本の持ちなで 
ある速攻から流れを作り日本らしざを出せるようになる精神 
力が必要であることを感じました。 

10日間という短い斯間でしたがチーム^イトと一緒に過 
ごしたり OF 、 DF で巧めての戦術をチーム内で話し合ったり、 
ミーティングをするなかでだ/レだんチームらしくなっていく 
のを抓で感じることができ、すごくよい経験をさせていただ 
ぎました。 

最棱になりましたが、中山先生、本田先生、船木化生と 
14人でチームー丸となり韓国、中国と戦うことができ大変 
貴重な休験をさせていただきました。今回の大会で学んだこ 
とをこれから活かしていけるようにしていきたいと思いま 
す。大会に関わっていただいた方々に感謝しこれからも頑張 
ります。ありがとうございました。 



めタウン0 

甘曰市 


毎月1日ぶな日は尸綿為 
ゆめタウンデー 

寺館を墨!^?顧 

株式会社 Y ^= 
http :// www . izumi . co.jp 
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8 月 7 曰、団長•スタッフ8名、選手 
男女各20名、総勢斗8名の韓国選手団を 
迎え、也配していた言葉の壁を、笑顔いっ 
ぱいでいとも簡単に栗り越えた日韓テイ共 
達の、暑い夏の熱い親童交流が始まりま 
した。夕刻の曰本八ンドボール協会と山 
□県ハンドボール協会合同の歓迎しセプ 
シヨンでは、練習を重ねてきた子供達の 
販やかなソーラン演舞で、おもてなしの 
むを表現しました。 

8曰 ■ 9曰の午前中は、韓国の指導者 
による男女別のを同練習、期待と不安混 
じりの曰本選手は、準備運動から見よラ 
見まねで実践、延々と続くステップやフッ 
トワークの練習に戸惑い驚き、練習中途 
切れることのない元気な声の韓国選手に 
圧倒され続けながらも良い刺激を愛け、 
子供達同±で教え合い学び合ラ姿に、小 
学生の日韓交流の意義と未来を担ラ子供 


達の大きな夢と可能性を感じました。午 
後からは、8日は交流試合、8曰は親善 
試合で、 IDB スポーツクラブと山□選抜 
の男女でゲームをしました。韓国選手は、 
松ヤニが使えないなど普段と違ラ環境の 
中でも、声をおし続けること、ボールの 
披い方やシュートに向かう姿勢などから、 
A ンドボールと真剣に取り組む様子が伝 
わり、指導者も学ぶ場面が多くありまし 
た。今回の韓国指導者のちはみな有資格 
者で、韓国の中でトップを経験された方 
ばかりであること、日韓の文化の違いや 
子供達を取り卷く環境などのことも、達 
者な通訳の方のおかげで、指鲁者やスタジ 
フも様々な情報を交換し、とても楽しく 
て和やかで幸せな親善交流の時を過ごさ 
せていただきました。 

9日の夜は、岩国巿ノ V ンドボール協会 
の觀迎行事の中で、日韓の子供達全員が 


巧裝を着けて圧巻のソーラン演舞披露も 
あり、笑顔いっぱいの交流のひとときを 
過ごしました。]0曰は宮島観光にて、曰 
韓のモ供達が一緒になって班を作り班行 
動、水族館と島内観光やショッピングを 
楽しみ、錦帯橋を眺めながらの観光後、 
全員が一堂に会して曰本での名残惜しい 
最後の晩聲となりました。日韓親善交流 
会は、人とお逢いむを交わずこと、チャ 
しンジずる勇気を持つことなど、今後の 
人生にミ舌きる、言い尽くせないほどの素 
晴らしい宝物を私達に残してくれました。 
山□県として、ホスト役として、仲間が 
一つに なれる機会をくださいました日本 
ノ、ンドボール協会の方々をはじめ、ずべ 
ての関係者の皆様に深く感謝申し上げま 
ず。 コ マウ オヨ （ありがとラございまし 
た）。 


所見 

(1) 今年は、受け入れ4回目。今回から韓国 チームは、 優勝 
チームで はなく、『夢の木 j チームの 5年生が巧遣となった。『夢 
の木』は、韓国の『夕しント発掘事業 J の取り組みで、他の競 
技団体にもある。も競巧団体ごとに募集’選抜試験-育成をし 
ている。八ンドボールは、夏休み•冬休みの合宿をメイン活動に、 
その他短期のを宿を組み育成にあたっている。そして、日年生 
は日本遠征、目年生は欧州遠征を行っている。（今年度6年生は、 
6月クロアチアで開催された世界大会で、女子優勝、男子準優 
勝してきているとのこと。） 

(2) 韓国側は己年生ということもあり、今までの韓国らしいプ 
し一があまり見られなかった。〔松ヤニが使用できないことも要 
因。）それに対し、山口県の2チーム〔数人の選手は掛持ち）は、 


(公財）曰本ハンドボール協舎普及委員長山本繁 

ID 日の エースと キャプテン中ふにパスがよく回り、豪快にミド 
ルシュートを決めるなど、をい攻めを見せた。ディフェンスも 
しっかりしており、パスカツトを連発してシュートも確実に決 
ゆた。女子も 、 IDB のフローター 3選手がパスをよく回し、口 
ングシュート*カットインと、果敢に中央から攻めた。選おチ 
ームは、サウスポーエースがちサイドポジシヨンで正確なシュ 
ートを放ち、得点を積み重ねた。 

(3) 全般的にみて、韓国の指導は一質しており、フットワーク、 
パスキャッチ、体全体の筋力等々の基礎的な巧術、体力の徹底は、 
しっかりしている。韓国のコーチは、すべてライセンス制にな 
っており、研修会も義務付けられている。小学生を指導する場 
合も同様である。 


期間：平ぶ27年8巧7曰（を）〜]1日（火） 

会場；山口県岩国市総合体育館 

受け入れ先： 1 D 目スポーツクラブ、岩国巿八ン ド ボール協会‘ 
山口巿ノ V ンドボール協会 



— 32 

















0 男子キャプテン竹下日青曰 

ぼくは、日韓ル学をハンドボール親善交流会で二つのこと 
ができるようじなりました。一つ目は、たくさんのステップ 
です。ぼくは、最初でさませ/しでした。けれどもやっている 
うちに段々でさるようじなリました。二つ目は、ボールを 
持っていない時も、声を山ずことでず。パスの練習をしてい 
る時に韓国の人はボ-ルを持っていない時も声を出していま 
した。それを見習ってやっていると自がに声が出るようじな 
りました。 

試合では、練習したことを生かし、当たり負けない事を志 
したいと思いました。このような事を生かし試合に取り組ん 
だ結果、勝つことができたのでうれしく思いました。この曰 
は、今までの動きより、いい動きができたのが良かったです。 
この経験を生かして、世界のチーム、また韓国のチームと戦 
えるようにがんば U ます。最後の宮島観光では、韓国の人と 
ふれ合い、韓国語を少し覚えることができました。なによリ 
韓国の人が喜んでくれたのがうれしかったです。 


>男子キャプテン保護者竹下律子 

8月/〇初り。歓迎レセプションががわり解散するときじ 
は、初対面の子 f 共たちが一總になって遊んでいる 、微笑まし 
い光景か6交流会がスター ト しました。子がたちの順応性の 
高さには震きました。2日目か6の合同輔習では、韓国コー 
チの指'導のもと、たくさん習得することがあったと思います。 
コートいっぱい時問をかけて、足腰を巧った基礎練習をする 
ことで筋力をつけ、ケガをしない身体を作ることが大切だと 
わか U ました。 

パス、パスキ卞ッ J の軍要性を意識した練習が、すべて次 
の動きにつながるということ。大きな声を掛け合って、チー 
ムが一つじなるという魅力も妹じ取ったよう C ず。最経日。 
宮島観光では、グループ7人が'行動することで！]ミュケー 
ションをとり、チームじ良いコンビネーションが生まれるこ 
とを学んだことでしよう。 

全国大会と□韓交流会にもけて、新チ-ムになってか6、 
A こくさん練習をしてきました。交流試合では強い韓国逕お 
チ-ムじがするむがけを忘れず’、いい試合ができたと思いま 
す。この夏、大巧きなハンドボルを通して、国際を流ぐ 
という貴重な体験を与えて下さった、日本ハンドボール協会 
をはじめとする樣々 A ぶち々に深く感或!しておリます。本当に 
ありがとうございました。 


女子キャプテン林千尋 

私は、韓国のチームと交流をして良かったと思いました。 
一つ目は、山□選被でやれた事です。理由は、 ID 日だけで韓 
国と戦わずじ、レインボーさん、リトルさんと一緒に戦えた 
か6です。韓国のチームが来るまでの間に、たくさん練習を 
していく中で互いに良い所、悪い巧を見っけ合い、ともに悪 
い所を直してきたりして鮮が深まったか6です。二つ目は、 
韓国の人と伸良くなれた事です。理由は、初めて会った人と 
仲おくなれるかなと思ったけれども、韓国の人は優しくてお 
もしろくてすぐ(こ忡良くなれました。それに、一緒にハンド 
ボールをやれるなんてとても嬉しかったです。^つ目は、韓 
国の人は、どんな時でも声を化す事です。理由は、韓国の人 
は、練習でもちしくても一人一人大きな声を出して盛 U 上げ 
ていくか6です。私は、韓国の人みたいじ一人一人が声を化 
し、試合でも練習でも、苦しくても盛り上げていきたいです。 
化は、日本のチームとしか戦った事がなかったので、韓国の 
チームと戟う事ができてとても良い経験じなりました。次の 
大会でも、韓国と試合をした事を忘れずじがんばりたいです。 


善夕子キャプテン保護者林純子 

今回の R 韓親善を流会は子 f 共達じとってない経験になリま 
した。まずを流会に向け選抜チームが組まれた奉、日頃対戦 
する子と同じチーム>イトとなリー純に練習する奎は良い刺 
激 I こなリました。暑い中での練習でしたがお互い励し合い、 
相手の良いプレーを学び自分の悪い巧を見直す機会になった 
と思います。約1ヶ月の選巧紳習が終わり、日轉親善を流 
会をがえました。日日間のうち2日問が午前中日韓合同練習、 
午後は試合でした。合同練習は韓国指導者の下、1時問切上 
のストレッチか6始まりダッシュなど基礎中,むの;^こュー 
で、モイ共達にはハードな内容でしたが基礎が大事という事を 
なかて感じました。午棲か6の試合、閣国チームは試合時や 
監督の指示を受ける時など声だし、返事が大声で素晴6しい 
なと思いました。 

子供達にとってプレ-■で学ぶことじ1外じ声出しなど基木的 
な事を見直ず時間になったと思います。レセプションや冨島 
観光は盲葉が上手く通 b なくても子供達なリに親交を裸め、 
楽しい時間を過ごす事ができました。今回の口韓親善を流会 
を通じてぞれぞ'れが学んだ事、感じた事を今權じをかせれば 
良いなと思います。最褚じなリましたが、日韓親善を流会の 
開催に隙し、日本ハンドボール協会のち々をはじめ関係昔の 
ち々、 ID 目監督•コーチ•スタッフの皆様、ご尽力を頂き本 
当じありがとうございました。 
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H C 岡 山 

かながわボビ アーノ 
白梅云英芙を 

コスモスビッキー .ズ 


35 ( 16 - 10 、 

27 ( 10 1 し 
30 (17 — 12 、 
24 ( 14 - 1 。、 
44 り日- 12 、 

34 ( 17 12 、 

35 ( 17 - 17 、 
34 ( 16 - 12 、 
2 已（ 11 - 13 、 

28 ( 14 - 12 、 
32 ( 12 - 9 、 
41 ( 21 - 3 , 
27 ( 11 - 1 目、 

34 ( 19 - 13 、 
27 0 己一 14 、 
24 ( 12 - 10 、 

38 ( 17 — 8 、 
46 ( 23 - 10 、 
32 ( 1 日 12 、 

39 (17 - 9 、 

35 ( 16 - 9 、 
50 ( 23 - 13 、 
32 ( 14 - 8 、 
37 (17 - 6 、 


29 (14 5、15 9) 14 K C か歌山 


21 (8 - 8 > 13 - 11) 19 GET " S 


35 ( 17 - 8 、 18 - 8) 16 那賴西クラブ 
29 ( 16 — 8 、 13 - 6) 14 G E T " S 


58 ( 29 - 15 、 29 - 6 ) 21 十'/ライス—.ひきの 

损骨随嫌 HC (禪馬) 
25 ( 15 - 1 日、 10 - 14 ) 24 JJ GANG (滿か) 
30 ( 17 - 8 、 13 - 13 ) 21 古川 H C (宮城) 
3 斗 08 - 6 、 1 白一色 ）12 高山クラブ（岐阜) 
23 ( 10 - 9 、 13 - 8 ) 17 小がクラプ女モ（石川) 
35 ( 2112 . 14 10 ) 22 堀舰を g iris (を城) 
30 ( 14 - 11 . 16 - 7 ) 18 べにばなクラブ（山形) 
3 已（ 16 - 10 、 19 - 4) 14 埼卫•助碱（埼玉) 


▼ 準々ミタ勝 

徳山 高 
化九州 な 

をお高 
ホ子高 

▼準巧勝 

化九州な 

金が 高 

▼ミ夫腺 

金 沢 高 


【女子】 

▼ 1回戰 

朝 II 銳巧 iH (香川) 

II C 岡山（岡山) 
かながわガビアーノ州奈川) 
那揭两クラブ（沖縄) 
G 丘 T " S (が啦) 
白梅—;英芙を (mm 

コスモスビクトズ か分') 

H じ和败山（和配い) 

▼ 準々ミ夫腺 

香川飯 tfT • H 
那做西クラブ 
G E T I . S 
H C 和歌山 

▼準ミ夫晚 

帝川銀行 T • H 
H じ和歌山 

▼ 3位決定戰 

那覇西クラブ 

▼決勝 

を川が巧 T • n 


27 (15 — 10 、 12 - 8) 18 
26 (12 — 1 日 、 14 — 12 ) 22 
29 ( 17 - 1 し 12 - 15 ) 26 
26 ( 14 - 8 、 12 - 15 ) 23 

25 ( 16 15 、 9 9 ) 24 


20 - 10) 16 
10 - 12 ) 20 
8 - 11) 15 

11 - 12) 18 


H C 和歌山 32 ( 13 - 15 、 10 — 8 ) 30 長 崎 化 中 

ひ-日延長 3 - 4 ) 

(5 7 mTC 3 ) 

▼ 3位巧定戦 

トヨタ纖九州いドインパルス 23 (13 6 、 10 - 9 ) 1 日長 崎 社 中 

▼決陽 

H C 和歌山 32 ( 10 - 13,12 - 9 ) 30 F 0 G 
〔己 3 延 - 0 - 2 ) ( 2 - 1 延二 3 - 2 ) 


高山 H C (峽甲-) 
II C 神戸（みが) 
山お新球会 HC (山すさ) 
B . I . C い中澗) 
H . B . C (山强) 
II C 鹰祗（游賀) 
ず曲山クラブ（山口) 
渡辺姐（神割 II ) 
宫崎-ノェ ニ ソクス（宮崎) 
撒のクラブ（お京) 
不来んクラブ（岩手) 
化志クラブ（楠サ -) 
HC 岡山（岡山) 
小松クラブ（石川) 
溫沢 II 巳（秋 n ' l ) 
SOCIO OSAKA (人阪) 

金がか役所 H C 


セ 

キュ 1 

リテ 
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II 
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岩 

手 

福 

島 S 

G 

クラ 

ブ 

香 

"1 
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牌 
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ラ 

ブ 
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H 


C 

H 

〇 

N 

D 

A 

A 

阿 

ク 

ラ 

ブ 


けプ顧し神ンッドハバルス 


博子】 

▼ 1回戦 

FOG (千架) 
金ぉ巿役所 nc (ち川) 
セキュリティ（岡山) 
F S T (棘) 
H C 岩を（閒化地) 
E II C (愛媛) 
福島 SG クラブけ昂島) 
トヨ翊細いトイ川は（佐お) 

HONDA だ重) 
香 III クラブ（香川) 
チーム碑馬（群馬) 
HC 和歌山饰'化山) 
大同クラブ（灌知) 
±巧玉クラブ（埼玉) 
湖陳クづブ（化海道) 
長崎社中（長崎) 

▼ 2回戦 

FOG 
F S T 

E TT C 

トヨタな摄 A ■州レツドインパルス 
HONDA 
H C かか山 
大岡クラブ 
長峭杜中 
▼ 準々巧膊 
F 〇 G 

トヨタ腿化州レリドインバルス 
H じ和歌山 
ち崎杜中 

▼準ミ央勝 

FOG 


23 ( 9 - 4 、 14 - 9) 13 

23 ( 11 - 日、 12 - 10) 15 

24 ( 12 - 7 、 12 - 9) 16 


スコ户ールーム (D 

装4スを酉窝客 S 巧篆巧ハシドポール度妻なみさ 

開催期日： 2015年8月20日〔木)〜8月21日（金） 

会 場：熊本県-八代巿 


ス] グールー ム① 

装580国ジゃバシ3>—ブシハシドポールトーずタシ 

開催期日： 2015年8巧9日（日）〜8月12日（水） 

を 場：岩手県-巧卷ホ総合体育館ほか 



堂々完結! 


# # # rf 9 r 9 $ k 

巧的夏子 

各 SS 0 n 【 IU &} K 巧パづけ！ 



ご■クい鳴ご ■い，わ M い一わ霸ン ♦-? 化 


■ 入好が 

ボール辟像側!1 


巧蓮い. 




巧専尊専尊専哥専 

せ"商高高高高高窩 

米 

肖 W わ W 本の関明 

久香明石熊秋一牺 

69908135 
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\ 1 / SI / \J. VI / 

ww じ WW 6 化 9 



高高を。商ホ嵩な高 


戦 

回山京 


寺モ田 


▼徳成化面大金米豊 


9置 W 

^品§ 

送7 U 
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Ti TX 1A -X 

/IV / 1 \ /v /|\ 
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7 5 73 5 327947043 S9 
2222223212212221 
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- I - - ---------- 

9730978844006522 
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nnM^m875 

1 ■ ■ - - I 
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尊请専専 専尊 專 


巧^ 8 9 
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お尊專な 巧専 廓 

高 高 
高お，」高 高な r 

を館府田 山子 し 
阪 y 

東函大普 徳米化 
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15 (8 - 7、 7 
31(11-11、13 
(2-2 延長 
(4 7 inTC 
23 (12 - 8 、 U 
22 ( 10 - 10、12 


大ィ本大浪ぉ 
岐 「場 

が JII 

松 橋 


成（化が道) 
田（愛知) 
尾（大分) 
宮（岩を) 


水御道西（茨城) 
戸據西（埼玉) 
神 森（沖純) 

习习ホを) 


24 (10 5、 

22 (8-10、 
23 (10 - 10. 
26 (13-12、 
21 (9-7、 
28 (14-11, 
21(7-4、 
21(10-6、 


大 巧 

孤 野 

香川 第一 

堪：中 第- 

岩 固 

樞 津 

矢 巾 


■■スコアールーム® 

装1巧回を百巧ピーす八シドポー从强妻なホを 


開催期日： 2015年8月22日化)〜8月23日（日） 
会 場：巧知県-南な多町 

误子】 

▼予選 A ブ□ック 


日 化 A 

日 化 A 

新日鐵住をを古歷 

▼男子 B ブ□ッ 

お海 W e e d S 1 
お-海 W e e d s ! 

日 化 B 2 

▼1 回戦 

日 か 巨 

M J クラブ 

▼準ミ夫勝 

日 体 A 

M J クラブ 2 


2 (28 - 7、 18-7) 0 
2 (22- 8, 30— 1 ) 0 
2 (10- 8,14-扫）0 

ク 

2 (18—10、 20-8) 0 
2 (19-13, 19 11) 0 
(6-14、13-7、 12-10) 

2 (2 日— 9、 17-10) 0 
2 (18-8、 16-4) 0 

2 (18-12、 18-16) 0 
(24 — 20、 12-14, 8 — 6) 


▼決勝 

日 体 A 2 (22 -16、22 - 24、8 — 4 ) 1 M J クラブ 

新【 I 鐵住金お古屋 

HC KLMASAN 【女子1 

HC KUMASAN ▼予谋 IJ— グ 

日 体 大 2 (8-6. 15- 7)0 SHINE 
曰 体 B 日 体 大 2 (14- 2、 12- 3) 0 お觸 Weeds ! 

M J クラブ ハミングパ-ド 2 (12-1 し6-11、2 - 0) 1 日 # 人 

1 MJ クラブ SHINE 2 (15-13. 15 9) 0 ハミンダバード 

S H I N E 2 (17 - 3、 17-6)0 束滞 W e e d s ! 

lie KUMASAN ハミングパード 2 (6 — 己、 10 扫 ） 0 東海 W e e d s I 

新日鐵住金を古屋 ▼ 準巧勝 

S 打 I N E 2 (10 - 6、 19 - 3) 0 ハミングバード 

日 体 H 日 化 お 2 (18- U 、13-6) 0 .お滿 W e e d S ! 

1巧お Weeds ! ▼巧勝 

日 体 大 2 (12-14、14-12、5 - 2) 1 SHINE 


、♦団巧旅巧 


>訪5か国人旅行 


•表彰 

. 離航空券手配 

-修学旅行 

-社真旅行 

-公官庁主催巧聘ソ□グラム手配 

• 記念式巧 
-を種セ兰ナー 
•宮種パーティー 
• 国際を議 

• 海列ホテル手配 
-ま盈于続さ 
-トラベルサポート 

‘語学研修 
-ホームス： T イ 
• 各種体験学習 
‘ゼミ.各種合宿 

‘インセンテイプが行 
-視察旅行-研修旅行-おがスポーツ遠征 
‘国巧スポーツ合宿 
•貸切バス•周年旅行 

-訪日されるお客様に合わせたプラン 


AM K 

Enterprise co.^itd. 


巧式を社 エ モック ■エンター ブライズ 

お光庁長官登録 一g 旅行!!11144ち（を）日本旅行》巧をリ ATA) 正会頁 
♦東京本な 

T 105-0003 ま巧都港区西新橋]- 19-3 第2双葉ビ^レ2ド TEL 03。507-9777 FAX 03-3507-9771 

•大版ミ店 

〒己 41-0047 大阪市中央ピ汲路町 4*3-8 タイ U ンビル 7 F TEL 06-6203-7999 FAX 06- B 203-7991 


http://www.amok.co.Jp/ 


24 (11- 7 s 13-11) 18 
30 (12-17、 12 - 7) 29 
(3-3 延長 3-2) 

19 (10 - 6、 9-7) 13 
22 (9-9、 13-11) 20 

31(19-11、 12-14) 25 
14 (6 -己、 6-7) 13 
(1-0 延長 1-1) 

24〔15 - 8、9 -11) 19 


误子】 

▼ 1回戦 

光 成（化お遇） 25 (14-8、11- 13) 21 

岩 国（山口）26 (14-11、 12-13) 24 

大体大浪商（大阪 ）3] (15-17. 16 12) 29 
豊中第一（大脈）27 (16-12、 11-8) 20 

▼ 2回戦 
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30 
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準々ミ夫勝 
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(1 — 1 延長 4 — 2) 
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16—7) 
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(13-14、 
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111 


【女子】 

▼ 1回戦 

岩 国（山口) 

大 住（京都) 


港 川（沖縄) 

氷お 1- =(富山) 

▼ 2回戦 

m 倫（福井) 

松 橋（ち目本) 

朝 明（三重) 

大 住（京都) 

平 軒 (愛知) 

矢巾化（開懼化) 
甲- IH ( iiin ) 

東久留米西（柬京:) 
▼ 準々巧腺 
m 倫 

朝 明 

平盡十 

ュド田 

▼準ミ夫隙 

m 倫 

平 比] 


▼ 5 巧勝 

明 倫 


スコアールーム④ 
装44因を国牟送巧太を 

開催期日： 2015年8月21日（金)〜8月24日（月) 
会場：岩手県-巧巻市 


4 9 
11 

3 6 9 


阪口棠ネ 

大山千熊 

/v yc /K 


光桜滝乂 


已 0135118 

1 2 2 1 2 1 n 
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44332441 
^ 11 11 111 


— 35 — 






► B 本/、ンドボール庶勃 iMi を; r 八ンドボール J 


回覧簿 


を窗のクラブ•部潘動でハンドボールをプレーしている皆さん！日本 A ンドボール協会機関誌レ\ンドボール」（本誌）をぜが仲 
間と共に読んでみてください。代表監醬•選手のコメント、甚種大をの結果報ち、巧か谓報など、きつと皆さんのハンドボールライ 
フに役に立つ情報が指載されているはずです！ 


閲覧者 

1 

2 


■■ 

圓 

圓 



9 

10 

11 


圓 

圓 


Hi 

■■ 

18 

19 

20 


^■1 






【お詰びと訂正】]0月号 （ N 日日己 4) 「第6目回全日本高等学校選手権大会」の男子準ホ滕の戦評 ( p .22) におきまして誤りがござ 
いました。藤代紫水と化陸が入れ替わり、北陸が勝者の表記となっておりました。 

正しくは、■■藤代紫ホ：（巧城） 33 (18-12、 15-19) 31化陸（福井) j となります。お詰びして訂正いたします。 


I がばれ /\> ドポール 20 巧人を「サポートを員 J 9 目 A を•巧続を員 

【茨城】宮川陽【東京】執印麻樹、田鳥雅史、」:出値、平賀とみ子【巧奈川】種村明彦【福井】柴田俊之、田中晴美 
【静岡】を野順-【愛知】田中基明、小林美夏、岡山尚司、岡山美恵子、牧野千別【大阪】宮崎寬【兵庫】中野雅か、 
中野聖子、中野秀ネあ、中邸书博[和歌山】大橋吉次【広島】青戸话好【香…】黒川稷 


【11月の行事予定】 


[ち議3 ... 

11巧14日江）常務理事会 

【大聋】 . 

11月7日江 )〜 num 

高松宮記念杯男で日7圓女子日0回全日本学生選手権 
. (北海道■面館市) 


11月 14 R 出)〜27円能） 

リホデジャネイロ五輪男子アジア予選（カタール-ドーハ) 
11巧14日吐)〜 

第40回口本リーグ . （男-了‘レギュラーシーズン） 

11月21口吐)〜22日旧） 

第13回日本單椅子競技火会 . （徳島県-鳴門市） 


HAND BALL CONTENTS Nov. 


201 6 • 2019 • 2020に向けて田口隆 . 1 

201目年リオ五輪巧子アジアで選日程/ 

(公財）日本ハンドボール協会平成27年度組織図/ 

平ぶ27128年度（を財） 口 本 ハンドボール 協会役員…2 
第2(]时巧モジュニア巧界選手樵 

参加報告監督•イ左藤れ一郎 . 3 

主将*田中圭 . 4 

带同報告トレーナー■島俊也 
第6回女子ユースアジア選手権 
参加報告監督•石川浩新、书将•澤田のどか……7 


トレーナー- 宿利政生 . 8 

審判報告お旧智了-•島尻真理モ 
第44间全国中学校ハンドボール大会 

大会を終えて齋藤仁宏 . 11 

大会を終えて岩巧聖孝 . 12 

男子優勝：西條中学監督-兰崎篤志 . 13 

主将-を平光佑 

女子優勝：明倫中学監督•糸尚化 . 14 

遵手-酒井愼貴子 

第42回全国高等専門学校ハンドボール選手権大会 

総評四宮一郎 . 18 

優勝：金沢高専監督-山口真史 . 19 


第20回 ジャパンオープンハン ド ボールトーナメント 


総評岡巿武 . 20 

男子優勝 ： H C 和歌山監督-ホ家雅之 . 21 

女子優勝：香川銀が T ■ H 副主将-±ホ莱那 
第17 回 全□本 ビーチハン ド ボール 選手権大会 
総評沖本哲郎 . 24 


男子優勝：日本体育大学 A 會田隆介 . 25 

女子優勝：日本体育大学 コーチ* 山本沙貴 
フリースロー：ラ ダビーの勇気見智おう早川文司26 


第23回日•韓-中ジュニア交流競技会 

総監督-船木浩久 . 27 

男子監督*化中化規 . 28 

男子選手-木本惇貴、柴田康平 . 29 

女子監督 ■ 本田眞吾 . 30 

み了‘選手•前口みのり、を栗里 
第7巧 R 韓小学生ハンドボール親善交流会 

所見山本繁、総評原田美智子 . 32 

巧子主将-が下晴日、保護者-化下律子 . 33 

女子主将■林千尋、お誰者•林純子 
スコアー ルーム：第 20回 ジャパンオープン/第 42回 
全国高等専門学校選手権大会/第44回全国中学校大 

会/第17凹全日本ビーチ選手権大を . 3日 

20万人会会員/11月の行事予定/もくじ . 36 
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YURIKA 

S か 2 

代表藝役胃が輔、 


販売から賃貸管理まで卜ータルサポート 

私たち株式会社ユリカコーポレーシヨンは、お客様方へ不動産を 
用いたライフプランをご'提案しておりまず。 

この秋自社ブランド 『YURIKA ROSEI ( ユリカ□ゼ）シリーズ 
第王弾を分譲し、次なる物件-第四弾ち控えております。 

今後も邁進してまいりまずので、どラぞよろしくお願い致します。 

私達、株式会社ユリカコーポレーシヨンは 
女子八ンドボールを応援しています!！ 

http://yurika-co.jp/ 

株式会社ユリカコーポレーション 

〒 101-0041 東京都千代田区神田須田町 2-6-2 神田 t ントラルプラザ1202 


TEL :日 3-3525-8986/ FAX : 03-5295-8188 
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